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は
じ
め
に

一　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
カ
リ
ブ
に
お
け
る
冷
戦

　

㈠　

ユ
ー
ロ
ミ
サ
イ
ル
危
機
の
顕
在
化
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
二
重
決
定
」

　

㈡　

グ
レ
ナ
ダ
独
立
か
ら
人
民
革
命
政
府
の
成
立
ま
で

二　

グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
と
「
反
米
主
義
」
の
加
熱

　

㈠　

英
米
政
府
間
の
対
立

　

㈡　

西
欧
世
論
の
対
米
批
判

―
反
核
運
動
と
の
共
振

三　

大
西
洋
同
盟
の
結
束
を
求
め
て

　

㈠　

西
欧
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備

　

㈡　

英
米
関
係
の
修
復

お
わ
り
に

 

小

南

有

紀

大
西
洋
同
盟
の
結
束

―
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
と
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
を
め
ぐ
る
英
国
外
交
、
一
九
八
三
年

―
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は
じ
め
に

　

一
九
八
七
年
一
二
月
八
日
、
米
国
の
レ
ー
ガ
ン
（Ronald Reagan

）
大
統
領
と
ソ
連
の
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
（M

ikhail G
orbachev

）
書
記

長
が
、
中
距
離
核
戦
力
（Interm

ediate-Range N
uclear Forces: 

Ｉ
Ｎ
Ｆ
）
条
約
に
署
名
し
た
。
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
は
、
地
上
発
射
型
の
中
距
離

ミ
サ
イ
ル
（
射
程
五
〇
〇
〜
五
五
〇
〇
ｋ
ｍ
）
を
全
廃
す
る
と
い
う
画
期
的
な
も
の
で
あ
り
、「
冷
戦
終
結
の
呼
び
水
」
に
な
っ
た
と
い
わ

れ（
1
）る。

　

Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
締
結
に
至
る
過
程
は
、
一
九
七
六
年
の
ソ
連
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
―
20
配
備
を
き
っ
か
け
に
発
生
し
た
「
ユ
ー
ロ
ミ
サ
イ
ル
危

機
」
に
始
ま
る
。
一
九
七
九
年
一
二
月
、
北
大
西
洋
条
約
機
構
（N

orth Atlantic Treaty O
rganization: 

Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）
は
Ｓ
Ｓ
―
20
の
脅
威

に
対
処
す
る
た
め
、「
二
重
決
定
（D

ouble-Track D
ecision

）」
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
八
三
年
末
、「
二
重
決
定
」
に
基
づ
い
て
米

国
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
が
西
欧
諸
国
に
配
備
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

当
時
の
米
国
務
長
官
で
あ
る
シ
ュ
ル
ツ
（G

eorge Shultz

）
は
、
西
ド
イ
ツ
に
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
が
配
備
さ
れ
た
一
九
八
三
年
一
一
月
二

三
日
が
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
と
っ
て
の
「
Ｄ
―
デ
イ
」
に
な
っ
た
と
い（
2
）う。
シ
ュ
ル
ツ
の
評
価
を
も
と
に
す
れ
ば
、
西
欧
諸
国
へ
の
Ｉ
Ｎ

Ｆ
配
備
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
力
と
結
束
こ
そ
が
、
冷
戦
終
結
の
決
定
的
な
要
因
だ
っ
た
と
い
う
こ
と
に
な
ろ（
3
）う。

　

も
っ
と
も
、
西
側
の
「
勝
利
」
と
し
て
冷
戦
終
結
を
語
る
の
は
一
面
的
で
あ（
4
）る。
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
登
場
に
よ
る
ソ
連
の
変
化
な
し
に
、

冷
戦
終
結
の
過
程
が
進
展
し
た
と
は
考
え
に
く（
5
）い。

例
え
ば
、
冷
戦
史
家
の
マ
ク
マ
ン
（Robert M

cM
ahon

）
は
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
の
登

場
こ
そ
が
、「
冷
戦
終
結
を
速
め
、
米
ソ
関
係
を
劇
的
に
変
化
さ
せ
た
、
最
も
重
要
な
要
因
で
あ
っ
た
」
と
論
じ（
6
）る。
そ
し
て
、
ソ
連
の

変
化
と
い
う
視
点
で
冷
戦
終
結
を
と
ら
え
る
場
合
に
も
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
二
重
決
定
」
に
基
づ
く
西
欧
諸
国
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
は
無
視
で

き
な
い
。
す
な
わ
ち
、
西
欧
諸
国
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
は
、
ソ
連
に
そ
れ
ま
で
の
対
外
政
策
の
失
敗
を
認
識
さ
せ
、
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
主
導
の
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政
策
転
換
を
促
し
た
と
さ
れ
る
の
で
あ（
7
）る。
こ
の
よ
う
に
、
冷
戦
終
結
の
過
程
を
論
じ
る
上
で
、
一
九
八
三
年
末
の
西
欧
諸
国
へ
の
Ｉ
Ｎ

Ｆ
配
備
に
目
を
向
け
る
意
義
は
小
さ
く
な
い
。

　

米
国
と
と
も
に
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る
中
核
的
な
役
割
を
担
っ
て
き
た
の
が
英
国
で
あ
る
。
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
直
後
の
英
国
は
、

西
欧
防
衛
に
米
国
を
関
与
さ
せ
る
べ
く
懸
命
に
働
き
か
け
、
一
九
四
九
年
の
北
大
西
洋
条
約
締
結
に
結
実
し（
8
）た。
マ
ン
ダ
ー
ソ
ン
＝

ジ
ョ
ー
ン
ズ
（R. B. M

anderson-Jones

）
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
「
英
米
の
協
力
が
西
側
の
安
全
保
障
の
主
柱
で
あ
る
と
い
う
厳
然
た
る
事
実

を
構
造
的
、
組
織
的
に
非
常
に
明
白
に
表
現
す
る
も
の
だ
っ
た
」
と
い（
9
）う。

　

一
九
六
七
年
の
「
ス
エ
ズ
以
東
」
撤
退
の
決
定
後
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
英
国
の
防
衛
政
策
の
主
眼
と
な
っ
）
10
（

た
。
一
九
七
九
年
五
月
に
首

相
に
就
任
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
（M

argaret Thatcher

）
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
こ
そ
が
英
国
の
防
衛
政
策
の
「
基
礎
（cornerstone

）」
で
あ
り
、

米
国
と
の
緊
密
な
同
盟
関
係
な
く
し
て
、
西
欧
諸
国
は
自
ら
を
守
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
説
い
て
い
）
11
（
た
。
彼
女
は
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
お
け
る

レ
ー
ガ
ン
の
「
応
援
団
長
」
を
自
負
し
て
い
）
12
（
た
。
レ
ー
ガ
ン
も
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
訪
米
し
た
一
九
八
三
年
九
月
二
九
日
の
日
記
に
、
次
の

よ
う
に
記
し
て
い
る
。「
米
英
関
係
が
こ
れ
ほ
ど
良
好
だ
っ
た
こ
と
は
か
つ
て
な
い
と
思
）
13
（

う
」。

　

し
か
し
、
そ
の
約
一
ヵ
月
後
、「
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
レ
ー
ガ
ン
の
間
で
の
最
も
熾
烈
か
つ
公
然
の
論
争
」
と
い
わ
れ
る
対
立
を
経
験
し
）
14
（
た
。

一
〇
月
二
五
日
、
米
軍
が
カ
リ
ブ
海
の
島
国
グ
レ
ナ
ダ
に
侵
攻
し
た
の
で
あ
る
。
グ
レ
ナ
ダ
は
エ
リ
ザ
ベ
ス
二
世
（Elizabeth II

）
が
元

首
を
務
め
る
コ
モ
ン
ウ
ェ
ル
ス
の
一
員
で
あ
り
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
を
め
ぐ
っ
て
、
英
米
間
に
対
立
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
し
か
も
、
問
題

は
英
米
二
国
間
だ
け
に
と
ど
ま
ら
な
か
っ
た
。
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
、
英
国
以
外
の
西
欧
諸
国
で
も
対
米
批
判
を
呼
び
起
こ
し
、
米
国
の
Ｉ

Ｎ
Ｆ
を
配
備
す
る
こ
と
へ
の
反
発
が
強
ま
っ
た
の
で
あ
る
。「
二
重
決
定
」
の
履
行
期
限
が
迫
る
中
、
大
西
洋
同
盟
の
中
核
を
担
っ
て
き

た
英
米
間
に
対
立
が
生
じ
た
こ
と
で
、
同
盟
全
体
の
結
束
が
揺
ら
ぐ
こ
と
と
な
っ
た
。

　

本
稿
は
、
一
九
八
三
年
の
西
欧
諸
国
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
に
つ
い
て
、
英
国
外
交
の
視
点
で
検
討
す
る
。
具
体
的
に
は
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻

に
よ
っ
て
英
米
関
係
お
よ
び
大
西
洋
同
盟
が
動
揺
す
る
中
で
、
英
国
が
い
か
な
る
外
交
を
展
開
し
た
の
か
に
つ
い
て
、
主
に
首
相
府
と
外
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務
省
の
史
料
を
中
心
に
用
い
て
分
析
す
る
。
ユ
ー
ロ
ミ
サ
イ
ル
危
機
を
め
ぐ
る
英
国
外
交
に
関
す
る
研
究
で
は
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
の
影
響

に
つ
い
て
充
分
に
分
析
さ
れ
て
こ
な
か
っ
）
15
（

た
。
だ
が
、
本
稿
が
論
じ
る
よ
う
に
、「
二
重
決
定
」
に
基
づ
く
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
と
グ
レ
ナ
ダ
侵

攻
は
連
関
し
て
い
た
。
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
で
大
西
洋
同
盟
の
結
束
が
揺
ら
ぐ
中
、
英
国
は
「
二
重
決
定
」
の
履
行
に
向
け
て
精
力
的
な
外
交

を
展
開
す
る
と
と
も
に
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
で
の
協
力
に
英
米
関
係
修
復
の
糸
口
を
見
出
し
た
の
で
あ
る
。

　

以
下
、
第
一
章
に
お
い
て
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
二
重
決
定
」
へ
の
英
国
の
関
与
と
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
の
背
景
を
素
描
す
る
。
第
二
章
で
は
、

グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
が
英
米
政
府
間
に
対
立
を
生
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
西
欧
諸
国
に
お
け
る
対
米
批
判
を
加
熱
さ
せ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。

第
三
章
で
は
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
後
の
英
国
政
府
が
強
い
対
米
不
信
を
抱
き
つ
つ
も
、「
二
重
決
定
」
の
履
行
に
尽
力
し
た
様
子
を
描
く
。

そ
の
上
で
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
問
題
で
の
協
力
に
英
米
関
係
修
復
の
足
掛
か
り
が
見
出
さ
れ
た
こ
と
を
指
摘
す
る
。
最
後
に
、
本
稿
が
描
い
た
英
国

外
交
が
、
英
米
関
係
お
よ
び
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
に
い
か
な
る
意
味
を
持
っ
た
の
か
を
検
討
す
る
。

　

な
お
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
は
一
九
八
〇
年
代
以
前
に
は
戦
域
核
戦
力
（Theater N

uclear Forces: 

Ｔ
Ｎ
Ｆ
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
本
稿
は
、
時
期

に
応
じ
て
Ｔ
Ｎ
Ｆ
と
Ｉ
Ｎ
Ｆ
の
呼
称
を
用
い
る
。

一　

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
カ
リ
ブ
に
お
け
る
冷
戦

㈠　

ユ
ー
ロ
ミ
サ
イ
ル
危
機
の
顕
在
化
と
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
二
重
決
定
」

　

ソ
連
は
一
九
六
二
年
の
キ
ュ
ー
バ
危
機
で
の
雪
辱
を
果
た
す
べ
く
、
核
戦
力
の
増
強
に
邁
進
し
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
〇
年
代
末
ま
で

に
、
米
ソ
の
戦
略
核
兵
器
は
「
パ
リ
テ
ィ
（
均
衡
）」
に
達
し
）
16
（

た
。
こ
う
し
た
中
で
、
六
九
年
に
発
足
し
た
米
国
の
ニ
ク
ソ
ン
（Richard 

N
ixon

）
政
権
は
、
対
ソ
・
デ
タ
ン
ト
政
策
を
展
開
し
、
七
二
年
五
月
に
は
、
第
一
次
戦
略
核
兵
器
制
限
条
約
（Strategic Arm

s 
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Lim
itation Treaty I: 

Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
Ｉ
）
が
米
ソ
間
で
締
結
さ
れ
た
。
一
方
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
、
六
九
年
に
発
足
し
た
西
ド
イ
ツ
の
ブ
ラ
ン
ト

（W
illy Brandt

）
政
権
が
「
東
方
政
策
」
を
推
進
し
た
。
そ
し
て
、
七
五
年
の
全
欧
安
全
保
障
協
力
会
議
（Conference on Security and 

Cooperation in Europe: 

Ｃ
Ｓ
Ｃ
Ｅ
）
に
お
け
る
ヘ
ル
シ
ン
キ
最
終
議
定
書
に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
デ
タ
ン
ト
」
が
成

立
し
た
の
で
あ
）
17
（
る
。

　

し
か
し
、
西
欧
諸
国
の
安
全
を
脅
か
す
事
態
が
発
生
す
る
。
一
九
七
六
年
、
ソ
連
が
新
型
Ｔ
Ｎ
Ｆ
の
Ｓ
Ｓ
―
20
の
配
備
を
開
始
し
た
の

で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
―
20
は
固
体
燃
料
型
の
移
動
式
ミ
サ
イ
ル
で
あ
り
、
個
別
誘
導
複
数
弾
頭
（M

ultiple Independently-targetable Reentry 

Vehicle: 

Ｍ
Ｉ
Ｒ
Ｖ
）
化
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
従
来
の
Ｓ
Ｓ
―
４
や
Ｓ
Ｓ
―
５
に
比
べ
て
、
破
壊
力
や
性
能
は
大
幅
に
向
上
し
て
い

た
。
加
え
て
、
Ｓ
Ｓ
―
20
は
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
や
相
互
均
衡
兵
力
削
減
（M

utual and Balanced Force Reduction: 

Ｍ
Ｂ
Ｆ
Ｒ
）
交
渉
の
対
象
で
は

な
く
、「
グ
レ
ー
エ
リ
ア
問
題
」
を
生
じ
さ
せ
）
18
（

た
。

　

米
ソ
の
戦
略
核
兵
器
が
パ
リ
テ
ィ
の
状
況
で
Ｓ
Ｓ
―
20
が
配
備
さ
れ
た
こ
と
で
、
米
国
の
拡
大
核
抑
止
へ
の
信
頼
が
揺
ら
い
だ
。
す
な

わ
ち
、
米
国
が
ソ
連
か
ら
の
報
復
を
恐
れ
て
、
西
欧
諸
国
を
守
る
た
め
に
戦
略
核
兵
器
を
使
用
し
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
、
米
欧

「
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ
（
切
り
離
し
）」
の
不
安
が
広
が
っ
た
の
で
あ
る
。
Ｓ
Ｓ
―
20
の
配
備
に
最
も
敏
感
に
反
応
し
た
の
が
、
西
ド
イ
ツ
の

シ
ュ
ミ
ッ
ト
（H

elm
ut Schm

idt

）
首
相
だ
っ
た
。
一
九
七
七
年
一
〇
月
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
ロ
ン
ド
ン
の
国
際
戦
略
研
究
所

（International Institute for Strategic Studies: 

Ｉ
Ｉ
Ｓ
Ｓ
）
で
の
演
説
で
、
Ｓ
Ａ
Ｌ
Ｔ
で
米
ソ
間
の
戦
略
核
兵
器
の
パ
リ
テ
ィ
が
確
認
さ
れ

た
こ
と
で
、「
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は
戦
術
核
兵
器
と
通
常
兵
器
で
の
東
西
間
の
不
均
衡
の
意
味
が
深
刻
化
し
た
」
と
問
題
を
提
起
し
）
19
（
た
。
こ

う
し
て
、
ユ
ー
ロ
ミ
サ
イ
ル
危
機
が
顕
在
化
し
た
の
で
あ
）
20
（

る
。

　

当
初
、
米
国
の
カ
ー
タ
ー
（Jam

es Carter

）
政
権
は
、
柔
軟
反
応
戦
略
に
基
づ
く
抑
止
力
が
効
い
て
い
る
と
い
う
立
場
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
西
欧
諸
国
へ
の
配
備
が
計
画
さ
れ
て
い
た
中
性
子
爆
弾
の
製
造
中
止
に
よ
っ
て
、
米
欧
関
係
（
特
に
米
独
関
係
）
が
悪
化
し
）
21
（

た
。

同
盟
内
で
の
信
頼
を
取
り
戻
す
必
要
性
を
認
識
し
た
カ
ー
タ
ー
政
権
は
、
一
九
七
八
年
夏
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
と
軍
備
管
理
交
渉
の
両
方
を
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追
求
す
る
暫
定
方
針
を
定
め
）
22
（
た
。

　

シ
ュ
ミ
ッ
ト
と
は
異
な
り
、
英
国
の
キ
ャ
ラ
ハ
ン
（Jam

es Callaghan

）
政
権
は
、
ソ
連
に
よ
る
Ｓ
Ｓ
―
20
配
備
を
新
た
な
軍
事
的
脅

威
と
は
見
な
し
て
い
な
か
っ
た
。
キ
ャ
ラ
ハ
ン
政
権
は
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
に
は
積
極
的
な
一
方
で
、
軍
備
管
理
交
渉
を
並
行
し
て
行
う
こ

と
に
は
消
極
的
だ
っ
た
。
だ
が
、
米
国
と
西
ド
イ
ツ
が
軍
備
管
理
交
渉
の
必
要
性
を
強
調
し
て
お
り
、
大
西
洋
同
盟
の
結
束
を
優
先
し
た

キ
ャ
ラ
ハ
ン
政
権
は
そ
れ
に
同
意
し
）
23
（

た
。
そ
し
て
、
一
九
七
九
年
一
月
、
英
国
、
米
国
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
の
首
脳
た
ち
が
カ
リ
ブ

海
の
仏
領
グ
ア
ド
ル
ー
プ
に
会
し
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
と
軍
備
管
理
交
渉
を
並
行
し
て
行
う
と
い
う
、
後
の
「
二
重
決
定
」
の
大
枠
が
決
定

さ
れ
た
の
で
あ
）
24
（

る
。

　

一
九
七
九
年
五
月
、
英
国
総
選
挙
で
保
守
党
が
勝
利
し
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
発
足
し
た
。「
鉄
の
女
」
と
呼
ば
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
の

反
共
・
反
ソ
主
義
は
、
国
内
に
お
け
る
労
働
党
批
判
と
強
く
結
び
つ
い
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
英
国
は
「
大
国
」
で
あ
り
、
西
側
の
防
衛

に
貢
献
す
る
「
世
界
の
舞
台
で
果
た
す
べ
き
重
要
な
役
割
」
を
担
っ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
党
の
「
社
会
主
義
」
が
そ
れ
を
阻

害
し
て
い
る
と
い
う
論
理
で
あ
る
。
彼
女
は
、「
労
働
党
政
府
が
長
引
け
ば
、
そ
れ
だ
け
こ
の
国
は
脆
弱
に
な
る
」
と
考
え
て
い
）
25
（

た
。

　

し
か
し
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
政
策
に
は
、
キ
ャ
ラ
ハ
ン
政
権
と
の
連
続
性
も
見
て
取
れ
る
。
そ
の
典
型
例
が
、
ユ
ー
ロ
ミ
サ
イ
ル
危

機
を
め
ぐ
る
政
策
で
あ
る
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
次
の
よ
う
に
回
顧
す
る
。「
一
九
七
九
年
春
に
マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
彼
〔
キ
ャ

ラ
ハ
ン
〕
の
あ
と
を
継
い
だ
が
、
イ
ギ
リ
ス
の
態
度
に
は
い
さ
さ
か
の
変
化
も
な
か
っ
た
」（〔　
〕
内
は
引
用
者
、
以
下
同
）
26
（
じ
）。

　

九
月
一
九
日
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
一
四
四
基
の
地
上
発
射
巡
航
ミ
サ
イ
ル
（G

round Launched Cruise M
issile: 

Ｇ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
）
の
英
国

内
へ
の
配
備
に
加
え
て
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
か
ら
要
請
さ
れ
て
い
た
一
六
基
（
西
ド
イ
ツ
に
割
り
当
て
ら
れ
た
も
の
の
一
部
）
の
受
け
入
れ
を
決
定

し
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
反
核
運
動
が
盛
り
上
が
る
国
内
か
ら
の
圧
力
を
受
け
て
、
西
ド
イ
ツ
へ
の
配
備
数
の
削
減
を
望
ん
で
い
た
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
は
「
イ
ギ
リ
ス
と
西
ド
イ
ツ
が
堅
固
な
態
度
を
維
持
で
き
れ
ば
、
西
側
の
戦
略
は
成
功
し
た
と
見
な
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
考

え
て
お
り
、
合
計
一
六
〇
基
の
Ｇ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
配
備
を
決
定
し
た
の
で
あ
）
27
（
る
。
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一
〇
月
三
一
日
の
英
独
首
脳
会
談
で
は
、
両
国
が
協
力
し
て
西
欧
諸
国
の
Ｔ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
を
進
め
て
い
く
方
針
で
一
致
し
た
。
サ
ッ

チ
ャ
ー
は
、
ソ
連
が
西
欧
諸
国
の
Ｔ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
を
阻
止
す
る
た
め
に
「
心
理
的
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
展
開
し
て
い
る
と
警
戒
感
を
示
し

た
。
そ
し
て
彼
女
は
、
英
国
は
防
衛
分
野
で
の
責
務
を
果
た
す
決
意
を
し
て
お
り
、
一
六
基
の
Ｇ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
を
追
加
で
受
け
入
れ
た
の
は
そ

の
た
め
だ
と
述
べ
た
。
一
方
、
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
多
く
の
西
欧
諸
国
が
「
政
治
的
困
難
」
に
直
面
し
て
い
る
と
述
べ
た
上
で
、
と
り
わ
け

オ
ラ
ン
ダ
の
状
況
に
懸
念
を
示
し
た
。
シ
ュ
ミ
ッ
ト
に
よ
れ
ば
、
も
し
オ
ラ
ン
ダ
が
Ｔ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
を
受
け
入
れ
な
け
れ
ば
、
ベ
ル
ギ
ー
、

イ
タ
リ
ア
、
ス
カ
ン
デ
ィ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
そ
し
て
西
ド
イ
ツ
に
ま
で
波
及
す
る
の
で
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
、
英
独
が
協

力
し
て
オ
ラ
ン
ダ
な
ど
の
同
盟
国
に
働
き
か
け
る
こ
と
で
一
致
し
）
28
（

た
。

　

こ
の
首
脳
会
談
の
方
針
通
り
、
英
独
は
Ｔ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
に
向
け
た
精
力
的
な
外
交
を
展
開
し
）
29
（
た
。
一
二
月
六
日
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
オ
ラ

ン
ダ
の
フ
ァ
ン
＝
ア
フ
ト
（Andreas van Agt

）
首
相
を
ロ
ン
ド
ン
に
招
き
、
Ｔ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
の
必
要
性
を
説
い
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
い
わ

く
、
も
し
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
Ｔ
Ｎ
Ｆ
近
代
化
を
推
進
で
き
な
け
れ
ば
、「
同
盟
は
目
的
を
失
う
こ
と
に
な
る
」
の
で
あ
）
30
（
る
。

　

そ
し
て
、
一
二
月
一
二
日
、
ブ
リ
ュ
ッ
セ
ル
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
本
部
で
開
か
れ
た
外
相
・
国
防
相
特
別
会
議
に
て
、
ソ
連
と
の
軍
備
管
理
交

渉
が
妥
結
し
な
い
場
合
、
米
国
の
Ｔ
Ｎ
Ｆ
を
西
欧
諸
国
に
配
備
す
る
と
い
う
「
二
重
決
定
」
が
な
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
一
〇
八
基
の

パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
が
西
ド
イ
ツ
に
、
四
六
四
基
の
Ｇ
Ｌ
Ｃ
Ｍ
が
英
国
（
一
六
〇
基
）、
西
ド
イ
ツ
（
九
六
基
）、
イ
タ
リ
ア
（
一
一
二
基
）、
オ

ラ
ン
ダ
（
四
八
基
）、
ベ
ル
ギ
ー
（
四
八
基
）
に
配
備
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
）
31
（
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
自
身
が
「
二
重
決
定
」
は
「
原
則
と
し
て
前

労
働
党
政
権
の
政
策
で
あ
る
」
と
述
べ
る
よ
う
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
キ
ャ
ラ
ハ
ン
政
権
の
方
針
を
引
き
継
い
で
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
政
策

決
定
過
程
に
関
与
し
た
の
で
あ
）
32
（

る
。

　

な
お
、
英
国
へ
の
配
備
で
特
筆
す
べ
き
は
、「
二
重
鍵
（dual-key

）」（
英
米
双
方
の
同
意
な
し
に
は
、
ミ
サ
イ
ル
発
射
が
不
可
能
な
仕
組
み
）

が
採
用
さ
れ
な
か
っ
た
こ
と
で
あ
）
33
（

る
。
英
国
内
に
は
「
二
重
鍵
」
を
求
め
る
声
が
あ
り
、
政
府
内
で
は
ノ
ッ
ト
（John N

ott

）
国
防
相
が

採
用
を
検
討
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
を
と
っ
て
い
）
34
（
た
。
し
か
し
、
次
の
三
つ
の
理
由
か
ら
、「
二
重
鍵
」
の
採
用
は
見
送
ら
れ
た
。
第
一
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に
、「
二
重
鍵
」
を
採
用
す
る
場
合
、
総
額
一
〇
億
ポ
ン
ド
に
上
る
運
搬
手
段
（
ミ
サ
イ
ル
）
と
関
連
装
置
を
米
国
か
ら
購
入
し
な
け
れ

ば
な
ら
ず
、
通
常
兵
器
な
ど
に
充
て
る
防
衛
予
算
が
圧
迫
さ
れ
）
35
（

る
。
第
二
に
、
一
九
五
一
年
一
〇
月
の
「
ア
ト
リ
ー
＝
ト
ル
ー
マ
ン
合
意

（Attlee-Trum
an agreem

ent

）」
に
基
づ
い
て
、
米
国
が
在
英
米
軍
基
地
に
配
備
し
た
ミ
サ
イ
ル
を
、
英
国
の
同
意
な
し
に
使
用
す
る
こ
と

は
な
い
と
さ
れ
）
36
（
た
。
第
三
に
、
米
国
か
ら
は
英
国
が
「
二
重
決
定
」
に
基
づ
く
配
備
を
先
導
す
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
お
り
、
英
国
が
配

備
の
時
期
や
条
件
に
つ
い
て
再
検
討
し
て
い
る
と
い
う
印
象
を
与
え
れ
ば
、
英
米
関
係
が
損
な
わ
れ
る
だ
け
で
な
く
、「
二
重
決
定
」
の

履
行
そ
の
も
の
が
危
う
く
な
る
恐
れ
が
あ
っ
）
37
（
た
。
こ
の
よ
う
な
理
由
か
ら
、「
二
重
鍵
」
の
採
用
は
見
送
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

米
ソ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
は
一
九
八
一
年
一
一
月
末
に
始
ま
っ
た
が
、
削
減
の
地
理
的
範
囲
に
関
す
る
隔
た
り
な
ど
が
理
由
と
な
り
、
す
ぐ

に
停
滞
し
）
38
（
た
。
一
九
八
三
年
五
月
の
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
政
治
声
明
で
は
、「
も
し
こ
れ
〔
Ｉ
Ｎ
Ｆ
合
意
〕
が
実
現
さ
れ

な
い
場
合
に
は
、
良
く
知
ら
れ
て
い
る
通
り
関
係
諸
国
は
当
該
米
国
兵
器
体
系
の
欧
州
配
備
を
計
画
通
り
一
九
八
三
年
末
に
は
実
施
す
る

で
あ
ろ
う
」
と
さ
れ
）
39
（
た
。
だ
が
、
次
章
で
論
じ
る
よ
う
に
、
配
備
の
期
限
が
迫
る
中
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
か
ら
遠
く
離
れ
た
グ
レ
ナ
ダ
で
の

出
来
事
が
、
英
米
関
係
と
大
西
洋
同
盟
の
結
束
を
揺
る
が
す
こ
と
と
な
る
。

㈡　

グ
レ
ナ
ダ
独
立
か
ら
人
民
革
命
政
府
の
成
立
ま
で

　

グ
レ
ナ
ダ
島
は
、
一
四
九
八
年
に
コ
ロ
ン
ブ
ス
（Christopher Colum

bus

）
に
よ
っ
て
発
見
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
フ
ラ
ン
ス
が
領
有
し

た
が
、
七
年
戦
争
の
結
果
、
一
七
六
三
年
に
英
領
と
な
っ
た
。
そ
し
て
、
一
九
六
七
年
に
は
自
治
領
と
な
り
、
一
九
七
四
年
に
独
立
し
た
。

首
相
に
は
、
統
一
労
働
党
（G

renada U
nited Labour Party

）
の
ゲ
ー
リ
ー
（Eric G

airy

）
が
就
任
し
た
が
、
国
内
で
は
汚
職
が
蔓
延
し
、

経
済
も
悪
化
の
一
途
を
た
ど
っ
）
40
（
た
。

　

ゲ
ー
リ
ー
政
権
に
対
抗
し
て
い
た
の
が
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ
（M

aurice Bishop
）
で
あ
っ
た
。
ビ
シ
ョ
ッ
プ
は
ニ
ュ
ー
・
ジ
ュ
エ
ル
運
動

（N
ew

 Jew
el M

ovem
ent: 

Ｎ
Ｊ
Ｍ
）
を
結
成
し
、
一
九
七
九
年
三
月
一
三
日
、
ゲ
ー
リ
ー
が
国
連
総
会
に
出
席
す
る
た
め
に
国
を
離
れ
た



大西洋同盟の結束

185

隙
に
ク
ー
デ
タ
ー
を
行
っ
た
。
そ
し
て
、
人
民
革
命
政
府
（People

’s Revolutionary G
overnm

ent: 

Ｐ
Ｒ
Ｇ
）
が
樹
立
さ
れ
、
首
相
に
は
ビ

シ
ョ
ッ
プ
、
副
首
相
に
は
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
に
傾
倒
す
る
コ
ー
ド
（Bernard Cord

）
が
就
任
し
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
の
Ｐ

Ｒ
Ｇ
は
、
英
米
と
の
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
へ
の
希
望
を
表
明
し
て
お
り
、
早
期
に
選
挙
を
実
施
す
る
と
約
束
し
て
い
た
。
そ
れ
ゆ
え
、

英
米
は
カ
ナ
ダ
と
と
も
に
、
三
月
二
二
日
に
Ｐ
Ｒ
Ｇ
を
承
認
し
）
41
（
た
。

　

し
か
し
、
そ
の
後
、
米
国
は
次
第
に
Ｐ
Ｒ
Ｇ
の
グ
レ
ナ
ダ
へ
の
警
戒
を
強
め
、
米
・
グ
レ
ナ
ダ
関
係
は
悪
化
し
て
い
く
。
そ
の
最
大
の

理
由
は
、
グ
レ
ナ
ダ
と
キ
ュ
ー
バ
の
関
係
に
あ
っ
た
。
ク
ー
デ
タ
ー
直
後
の
グ
レ
ナ
ダ
に
と
っ
て
の
最
大
の
懸
念
は
、
米
国
に
亡
命
し
て

い
た
ゲ
ー
リ
ー
が
、
Ｐ
Ｒ
Ｇ
へ
の
反
攻
を
開
始
す
る
こ
と
だ
っ
た
。
そ
こ
で
、
グ
レ
ナ
ダ
は
英
国
、
米
国
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
、
キ
ュ
ー
バ
に

兵
器
供
与
を
要
請
し
）
42
（
た
。
こ
の
中
で
Ｐ
Ｒ
Ｇ
が
ク
ー
デ
タ
ー
以
前
か
ら
協
力
関
係
を
構
築
し
て
い
た
の
が
、
キ
ュ
ー
バ
で
あ
っ
）
43
（
た
。
四
月

は
じ
め
に
は
キ
ュ
ー
バ
か
ら
グ
レ
ナ
ダ
へ
と
兵
器
が
届
き
始
め
）
44
（
た
。

　

そ
し
て
、
四
月
一
六
日
、
グ
レ
ナ
ダ
と
キ
ュ
ー
バ
の
外
交
関
係
が
樹
立
さ
れ
た
。
さ
ら
に
一
二
月
に
は
、
キ
ュ
ー
バ
の
仲
介
で
、
グ
レ

ナ
ダ
と
ソ
連
の
外
交
関
係
が
樹
立
さ
れ
た
。
一
九
八
〇
年
一
月
に
、
国
連
緊
急
特
別
総
会
で
ソ
連
の
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
を
非
難
す
る

決
議
が
採
決
さ
れ
た
際
に
は
、
グ
レ
ナ
ダ
は
キ
ュ
ー
バ
と
と
も
に
反
対
票
を
投
じ
た
。
グ
レ
ナ
ダ
は
、
チ
ェ
コ
ス
ロ
バ
キ
ア
、
東
ド
イ
ツ
、

北
朝
鮮
な
ど
と
も
外
交
関
係
を
樹
立
し
、
軍
事
的
・
経
済
的
支
援
を
受
け
）
45
（

た
。
グ
レ
ナ
ダ
は
キ
ュ
ー
バ
と
の
関
係
を
梃
子
に
し
て
、
東
側

諸
国
と
の
結
び
つ
き
を
強
め
た
の
で
あ
る
。

　

米
国
は
グ
レ
ナ
ダ
の
東
側
諸
国
へ
の
接
近
が
、
カ
リ
ブ
地
域
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ
お
よ
び
ソ
連
の
影
響
力
を
高
め
る
こ
と
を
警
戒
し
た
。

グ
レ
ナ
ダ
は
キ
ュ
ー
バ
だ
け
で
な
く
、
米
国
に
対
し
て
も
兵
器
の
供
与
を
求
め
て
い
た
が
、
カ
ー
タ
ー
政
権
は
こ
れ
を
拒
否
す
る
と
と
も

に
、
ク
ー
デ
タ
ー
の
波
及
を
懸
念
す
る
東
カ
リ
ブ
諸
国
に
軍
事
支
援
を
行
っ
）
46
（
た
。

　

一
九
八
一
年
一
月
に
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
発
足
す
る
と
、
グ
レ
ナ
ダ
に
対
す
る
米
国
の
姿
勢
は
よ
り
厳
し
い
も
の
と
な
る
。
レ
ー
ガ
ン
は

大
統
領
就
任
以
前
か
ら
、
カ
リ
ブ
地
域
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ
の
影
響
力
浸
透
を
警
戒
し
て
お
り
、
一
九
七
九
年
の
ラ
ジ
オ
演
説
に
て
、
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「
カ
リ
ブ
海
は
急
速
に
共
産
主
義
の
湖
に
な
り
つ
つ
あ
る
」
と
述
べ
）
47
（
た
。
さ
ら
に
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
初
期
の
ラ
テ
ン
ア
メ
リ
カ
政
策
を
方

向
づ
け
た
と
さ
れ
る
「
サ
ン
タ
フ
ェ
委
員
会
（Com

m
ittee of Santa Fe

）」
は
、
一
九
八
〇
年
に
発
表
し
た
『
一
九
八
〇
年
代
の
た
め
の

新
し
い
米
州
政
策
』
と
題
す
る
提
言
に
お
い
て
、「
カ
リ
ブ
海
が
マ
ル
ク
ス
・
レ
ー
ニ
ン
主
義
の
セ
ン
タ
ー
に
転
化
し
つ
つ
あ
る
」
と
警

鐘
を
鳴
ら
し
）
48
（
た
。

　

カ
ー
タ
ー
政
権
に
引
き
続
き
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
が
特
に
警
戒
し
た
の
が
、
グ
レ
ナ
ダ
に
建
設
中
の
ポ
イ
ン
ト
・
サ
リ
ン
ス
国
際
空
港

だ
っ
た
。
Ｐ
Ｒ
Ｇ
は
観
光
業
の
発
展
を
経
済
政
策
の
柱
に
掲
げ
て
お
り
、
国
際
空
港
の
建
設
は
グ
レ
ナ
ダ
の
経
済
発
展
を
象
徴
す
る
も
の

と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
た
。
し
か
し
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
、
こ
の
空
港
が
キ
ュ
ー
バ
軍
や
ソ
連
軍
に
よ
っ
て
使
用
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

と
考
え
て
い
た
の
で
あ
）
49
（
る
。
一
九
八
二
年
二
月
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
カ
リ
ブ
海
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ブ
（Caribbean Basin Initiative: 

Ｃ
Ｂ

Ｉ
）
を
発
表
し
）
50
（
た
。
Ｃ
Ｂ
Ｉ
は
、
米
国
が
カ
リ
ブ
開
発
銀
行
（Caribbean D

evelopm
ent Bank: 

Ｃ
Ｄ
Ｂ
）
に
援
助
し
た
資
金
を
、
グ
レ
ナ

ダ
に
割
り
当
て
る
こ
と
を
禁
ず
る
も
の
だ
っ
）
51
（
た
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
と
っ
て
、
グ
レ
ナ
ダ
は
「
第
二
の
キ
ュ
ー
バ
」
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
グ
レ
ナ
ダ
に
対
す
る
英
国
の
認
識
は
、
米
国
と
は
異
な
っ
て
い
た
。
米
国
と
は
対
照
的
に
、
英
国
は
Ｐ
Ｒ
Ｇ
の
グ
レ
ナ
ダ
へ
の

関
与
を
継
続
す
る
こ
と
で
、
キ
ュ
ー
バ
の
影
響
力
浸
透
を
抑
え
よ
う
と
し
た
。
特
に
、
外
務
省
が
企
図
し
た
の
が
、
グ
レ
ナ
ダ
へ
の
英
国

製
兵
器
の
供
与
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
英
国
が
グ
レ
ナ
ダ
に
兵
器
を
供
与
す
る
こ
と
で
、
キ
ュ
ー
バ
へ
の
依
存
度
を
下
げ
る
こ
と
が
で

き
る
と
い
う
論
理
で
あ
）
52
（
る
。
外
務
省
内
で
は
、
フ
ェ
レ
ッ
ト
（Ferret

）
装
甲
車
を
グ
レ
ナ
ダ
に
供
与
す
る
方
針
が
固
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。

　

し
か
し
、
一
九
七
九
年
五
月
に
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
が
発
足
す
る
と
、
グ
レ
ナ
ダ
へ
の
兵
器
供
与
と
い
う
手
段
は
放
棄
さ
れ
た
。
サ
ッ

チ
ャ
ー
政
権
で
外
務
担
当
閣
外
相
に
就
任
し
た
リ
ド
リ
ー
（N

icholas Ridley

）
が
一
一
月
ま
で
に
、
フ
ェ
レ
ッ
ト
装
甲
車
の
供
与
を
差
し

止
め
た
の
で
あ
）
53
（
る
。
リ
ド
リ
ー
は
、「
グ
レ
ナ
ダ
国
民
が
望
ん
で
い
よ
う
と
な
か
ろ
う
と
、
グ
レ
ナ
ダ
は
英
国
政
府
が
支
持
し
な
い
類
い

の
社
会
を
構
築
す
る
過
程
に
あ
る
」
と
考
え
て
い
）
54
（

た
。

　

た
だ
し
、
英
国
が
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
発
足
を
機
に
、
グ
レ
ナ
ダ
に
対
す
る
米
国
の
認
識
を
共
有
す
る
よ
う
に
な
っ
た
わ
け
で
は
な
い
。
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米
国
と
の
認
識
の
違
い
が
最
も
顕
著
に
現
れ
た
の
が
、
ポ
イ
ン
ト
・
サ
リ
ン
ス
国
際
空
港
の
建
設
だ
っ
た
。
空
港
建
設
の
一
部
を
英
国
の

プ
レ
ッ
シ
ー
（Plessey

）
社
が
六
六
〇
万
ポ
ン
ド
で
請
負
い
、
英
国
政
府
が
同
社
に
資
金
保
証
を
与
え
て
い
た
の
で
あ
）
55
（

る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー

の
言
葉
で
は
、「
わ
れ
わ
れ
の
見
解
で
は
、
空
港
に
関
す
る
グ
レ
ナ
ダ
政
府
の
主
要
目
的
は
自
ら
主
張
し
て
い
る
通
り
商
業
用
で
、
現
在

な
い
に
等
し
い
観
光
産
業
の
明
ら
か
に
誇
大
な
予
測
を
実
現
し
よ
う
と
し
て
い
た
の
）
56
（
だ
」。

　

さ
ら
に
、
英
議
会
で
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
以
上
に
、
グ
レ
ナ
ダ
へ
の
関
与
政
策
を
推
す
声
が
あ
っ
た
。
一
九
八
二
年
、
英
下
院
外
交

特
別
委
員
会
は
カ
リ
ブ
・
中
米
地
域
に
関
す
る
報
告
書
の
中
で
、
米
国
が
グ
レ
ナ
ダ
の
孤
立
化
を
図
っ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
そ
し

て
、
政
府
に
対
し
て
、
米
国
の
政
策
に
追
従
す
る
の
で
は
な
く
、
グ
レ
ナ
ダ
へ
の
経
済
援
助
の
継
続
や
Ｐ
Ｒ
Ｇ
と
の
対
話
な
ど
を
提
言
し

た
の
で
あ
）
57
（
る
。

　

Ｐ
Ｒ
Ｇ
側
も
、
英
米
を
同
一
視
し
な
い
と
の
旨
を
英
側
に
伝
え
る
な
ど
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
英
国
と
の
関
係
改
善
を
目
指
し
て
い
）
58
（
た
。

こ
の
よ
う
に
、
Ｐ
Ｒ
Ｇ
の
グ
レ
ナ
ダ
を
め
ぐ
っ
て
、
英
米
間
に
は
認
識
の
相
違
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
一
九
八
三
年
一
〇
月
、

グ
レ
ナ
ダ
を
め
ぐ
る
英
米
の
不
一
致
が
決
定
的
な
も
の
と
な
る
。

二　

グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
と
「
反
米
主
義
」
の
加
熱

㈠　

英
米
政
府
間
の
対
立

　

Ｐ
Ｒ
Ｇ
樹
立
以
来
、
グ
レ
ナ
ダ
で
は
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ
首
相
と
コ
ー
ド
副
首
相
の
間
で
権
力
争
い
が
続
い
て
い
た
。
そ
し
て
一
九
八
三
年

一
〇
月
一
三
日
、
人
民
軍
司
令
官
の
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
（H

udson Austin

）
が
コ
ー
ド
を
担
い
で
ク
ー
デ
タ
ー
を
決
行
し
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ
を

自
宅
に
軟
禁
し
た
。
ビ
シ
ョ
ッ
プ
は
支
持
者
の
蜂
起
に
乗
じ
て
逃
亡
を
図
っ
た
も
の
の
、
人
民
軍
に
よ
っ
て
殺
害
さ
れ
た
。
そ
し
て
、
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コ
ー
ド
と
オ
ー
ス
テ
ィ
ン
は
、
革
命
軍
事
評
議
会
（Revolutionary M

ilitary Council: 

Ｒ
Ｍ
Ｃ
）
の
樹
立
を
宣
言
し
た
。

　

米
国
は
ビ
シ
ョ
ッ
プ
殺
害
と
Ｒ
Ｍ
Ｃ
樹
立
に
懸
念
を
強
め
た
。
首
都
セ
ン
ト
ジ
ョ
ー
ジ
ズ
の
医
学
校
で
は
、
約
六
〇
〇
名
の
米
国
人
学

生
が
学
ん
で
い
）
59
（
た
。
一
〇
月
二
一
日
、
レ
ー
ガ
ン
は
「
グ
レ
ナ
ダ

―
コ
ン
テ
ィ
ン
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
（G

renada: 

Contingency Planning

）」
と
題
さ
れ
た
国
家
安
全
保
障
決
定
令
（N

ational Security D
ecision D

irective: 

Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
）
一
一
〇
号
に
署
名
し

た
。
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
一
一
〇
号
で
は
、
ビ
シ
ョ
ッ
プ
ら
の
殺
害
が
「
グ
レ
ナ
ダ
社
会
の
さ
ら
な
る
急
進
化
と
、
島
内
で
の
キ
ュ
ー
バ
・
ソ
連
の

プ
レ
ゼ
ン
ス
お
よ
び
活
動
の
増
加
」
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
と
さ
れ
た
。
そ
し
て
、「
グ
レ
ナ
ダ
の
秩
序
を
回
復
さ
せ
、
キ
ュ
ー
バ
と
ソ
連

の
さ
ら
な
る
介
入
・
関
与
を
阻
止
す
る
た
め
の
多
国
間
の
取
り
組
み
」
に
参
加
す
る
準
備
を
整
え
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
）
60
（

た
。

　

同
日
、
東
カ
リ
ブ
諸
国
機
構
（O

rganisation of Eastern Caribbean States: 

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
）
お
よ
び
バ
ル
バ
ド
ス
と
ジ
ャ
マ
イ
カ
の
代
表
が
、

バ
ル
バ
ド
ス
の
首
都
ブ
リ
ッ
ジ
タ
ウ
ン
で
協
議
を
行
い
、
米
国
を
招
請
し
て
多
国
籍
軍
を
結
成
す
る
こ
と
を
決
定
し
）
61
（
た
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
は
英

国
や
フ
ラ
ン
ス
な
ど
に
も
多
国
籍
軍
へ
の
参
加
を
要
請
し
て
い
た
が
、
あ
く
ま
で
も
本
命
は
米
国
で
あ
っ
た
。
米
国
が
要
請
に
応
じ
る
な

ら
ば
、「
遅
れ
て
来
る
者
た
ち
（latecom

ers
）」
を
待
つ
こ
と
は
し
な
い
と
い
う
方
針
だ
っ
た
の
で
あ
）
62
（

る
。

　

こ
の
時
点
で
英
国
は
、
米
側
か
ら
協
議
の
意
向
を
伝
え
ら
れ
て
い
た
。
二
二
日
、
米
国
務
省
政
治
軍
事
局
長
の
ハ
ウ
（Jonathan 

H
ow

e

）
提
督
は
、
駐
米
英
国
大
使
館
の
レ
ン
ウ
ィ
ッ
ク
（Robin Renw

ick

）
に
対
し
て
、
空
母
イ
ン
デ
ィ
ペ
ン
デ
ン
ス
（U

SS 

Independence

）
と
海
兵
隊
員
一
九
〇
〇
名
が
カ
リ
ブ
海
に
向
か
っ
て
い
る
と
伝
え
た
。
ハ
ウ
提
督
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
不

測
の
事
態
に
対
応
す
る
た
め
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
米
国
が
よ
り
踏
み
込
ん
だ
行
動
と
る
際
に
は
、
事
前
に
英
国
と
協
議
す
る
こ
と
を
約

束
し
た
の
で
あ
）
63
（

る
。

　

二
三
日
、
レ
ー
ガ
ン
は
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
一
一
〇
号
Ａ
に
署
名
し
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
の
要
請
を
正
式
に
受
け
入
れ
る
こ
と
を
決
定
し
た
。
同
日
に
は

レ
バ
ノ
ン
に
駐
留
し
て
い
る
海
兵
隊
の
兵
舎
が
爆
破
さ
れ
、
二
四
一
名
の
隊
員
が
死
亡
す
る
惨
事
が
起
こ
っ
て
い
）
64
（

た
。
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
一
一
〇

号
Ａ
で
は
、
三
つ
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
た
。
第
一
に
、
グ
レ
ナ
ダ
の
米
国
民
の
安
全
を
確
保
す
る
。
第
二
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
諸
国
や
友
好
国
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と
と
も
に
、
グ
レ
ナ
ダ
に
民
主
的
政
府
を
再
建
す
る
。
第
三
に
、
グ
レ
ナ
ダ
に
お
け
る
キ
ュ
ー
バ
の
プ
レ
ゼ
ン
ス
を
排
除
す
）
65
（
る
。
米
国
は

軍
事
介
入
の
意
思
を
固
め
た
の
で
あ
）
66
（

る
。

　

し
か
し
、
こ
の
決
定
が
英
国
に
伝
え
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
次
の
よ
う
に
述
懐
す
る
。「
わ
れ
わ
れ
は
機
密
漏
洩
の

可
能
性
を
減
ら
す
た
め
、
救
出
作
戦
に
つ
い
て
は
事
前
に
だ
れ
に
も
知
ら
せ
な
い
こ
と
に
決
め
た
。（
中
略
）
わ
れ
わ
れ
は
イ
ギ
リ
ス
に

さ
え
も
事
前
に
知
ら
せ
な
か
っ
た
。
知
ら
せ
れ
ば
末
端
部
で
の
リ
ー
ク
の
可
能
性
が
増
え
、
ア
メ
リ
カ
人
学
生
へ
の
危
険
が
高
ま
る
と
考

え
た
か
ら
で
あ
）
67
（
る
」。

　

そ
も
そ
も
、
グ
レ
ナ
ダ
情
勢
に
関
す
る
英
国
の
認
識
は
米
国
と
大
き
く
異
な
っ
て
お
り
、
英
国
は
軍
事
介
入
に
否
定
的
だ
っ
た
。
一
〇

月
二
二
日
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
女
王
の
秘
書
官
が
、
グ
レ
ナ
ダ
総
督
の
ス
ク
ー
ン
（Paul Scoon

）
に
電
話
で
状
況
を
確
認
し
）
68
（
た
。
ス
ク
ー
ン

は
Ｒ
Ｍ
Ｃ
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
外
出
禁
止
令
は
ま
も
な
く
解
除
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、
自
分
の
身
に
危
険
は
な
い
こ
と
を
伝
え
）
69
（
た
。
翌
日

に
は
、
駐
バ
ル
バ
ド
ス
副
高
等
弁
務
官
の
モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
（D

avid M
ontgom

ery

）
が
グ
レ
ナ
ダ
に
渡
り
、
ス
ク
ー
ン
に
面
会
し
）
70
（
た
。

モ
ン
ト
ゴ
メ
リ
ー
は
米
軍
の
機
動
部
隊
が
カ
リ
ブ
地
域
に
向
か
っ
て
い
る
こ
と
に
触
れ
な
が
ら
、
も
し
米
国
が
介
入
を
行
う
場
合
に
は
そ

れ
を
支
持
す
る
か
と
、
ス
ク
ー
ン
に
尋
ね
た
。
ス
ク
ー
ン
の
答
え
は
、「
も
し
Ｒ
Ｍ
Ｃ
の
権
限
に
直
接
的
に
挑
戦
す
る
動
き
を
す
れ
ば
、

お
そ
ら
く
自
分
は
排
除
さ
れ
る
だ
ろ
う
」
と
い
う
も
の
だ
っ
）
71
（

た
。
こ
れ
ら
の
情
報
か
ら
、
ハ
ウ
外
相
は
ス
ク
ー
ン
や
現
地
の
英
国
人
に
差

し
迫
っ
た
危
険
は
な
い
と
判
断
し
）
72
（
た
。
英
国
政
府
は
グ
レ
ナ
ダ
国
内
の
状
況
に
鑑
み
て
、
介
入
は
必
要
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
事
態
を

悪
化
さ
せ
か
ね
な
い
と
考
え
た
の
で
あ
る
。

　

一
〇
月
二
四
日
、
下
院
で
米
国
に
よ
る
軍
事
介
入
の
可
能
性
を
問
わ
れ
た
ハ
ウ
は
、「
米
国
の
軍
事
介
入
が
行
わ
れ
る
と
考
え
る
理
由

が
あ
り
ま
せ
ん
」
と
答
弁
し
）
73
（
た
。
だ
が
、
ハ
ウ
は
不
安
を
感
じ
て
い
た
の
だ
ろ
う
。
彼
は
ラ
イ
ト
（O

liver W
right

）
駐
米
大
使
に
、
軍

事
介
入
を
行
わ
な
い
よ
う
米
側
に
釘
を
刺
す
こ
と
を
指
示
し
）
74
（

た
。
同
日
、
ラ
イ
ト
は
イ
ー
グ
ル
バ
ー
ガ
ー
（Law

rence Eagleburger

）
国

務
次
官
（
政
治
担
当
）
に
対
し
て
、
英
国
は
軍
事
介
入
に
否
定
的
で
あ
る
こ
と
を
伝
え
た
。
す
る
と
、
イ
ー
グ
ル
バ
ー
ガ
ー
は
、
ま
だ
決



法学政治学論究　第139号（2023.12）

190

定
し
て
い
な
い
こ
と
に
対
し
て
英
国
が
反
対
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
米
国
政
府
は
そ
れ
を
理
解
し
な
い
だ
ろ
う
と
答
え
た
の
で
あ
）
75
（
る
。
米
国

は
あ
く
ま
で
も
何
も
決
定
し
て
い
な
い
と
い
う
立
場
だ
っ
た
。

　

二
四
日
の
夜
、
レ
ー
ガ
ン
か
ら
サ
ッ
チ
ャ
ー
へ
電
信
が
届
い
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
か
ら
の
派
兵
要
請
に
つ
い
て
、
対
応
を
検
討

し
て
い
る
こ
と
を
伝
え
た
。
そ
し
て
、「
こ
れ
ら
の
問
題
に
関
す
る
あ
な
た
の
考
え
を
歓
迎
し
ま
す
」
と
述
べ
、
英
側
と
の
協
議
の
意
思

を
示
し
）
76
（

た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
す
ぐ
さ
ま
レ
ー
ガ
ン
へ
の
返
事
を
準
備
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
自
身
は
離
任
直
前
の
ル
イ
ス
（John 

Louis

）
駐
英
米
国
大
使
の
た
め
に
開
か
れ
た
晩
餐
会
に
向
か
っ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
グ
レ
ナ
ダ
に
関
す
る
米
国
政
府
の
動
き
に
つ
い
て

ル
イ
ス
に
尋
ね
た
が
、
彼
は
何
も
知
ら
な
い
様
子
で
あ
っ
）
77
（

た
。

　

し
か
し
、
レ
ー
ガ
ン
は
す
で
に
、
グ
レ
ナ
ダ
へ
の
介
入
を
決
断
し
て
い
た
。
レ
ー
ガ
ン
は
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
に
議
会
幹
部
を
集
め
て
、

軍
事
介
入
の
決
定
を
伝
え
た
。
レ
ー
ガ
ン
が
こ
の
決
定
を
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
伝
え
て
い
な
か
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
オ
ニ
ー
ル
（Tip 

O
'N

eill

）
下
院
議
長
は
次
の
よ
う
に
回
顧
す
る
。「
こ
れ
は
ま
ず
い
と
思
っ
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
さ
ん
は
我
々
の
最
も
近
し
い
友
人
だ
。（
中

略
）
ホ
ワ
イ
ト
ハ
ウ
ス
は
完
全
に
イ
ギ
リ
ス
の
こ
と
を
忘
れ
て
い
る
の
）
78
（

だ
」。
そ
の
後
、
レ
ー
ガ
ン
は
サ
ッ
チ
ャ
ー
か
ら
の
返
事
を
待
た

ず
に
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｓ
の
要
請
を
受
け
入
れ
る
決
定
を
下
し
た
と
彼
女
に
伝
え
）
79
（
た
。

　

首
相
官
邸
に
戻
っ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
レ
ー
ガ
ン
か
ら
の
二
通
目
の
電
信
に
愕
然
と
し
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
す
ぐ
さ
ま
ハ
ウ
外
相
や

ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン
（M

ichael H
eseltine

）
国
防
相
ら
を
招
集
し
、
日
付
が
変
わ
っ
て
ま
も
な
く
、
レ
ー
ガ
ン
へ
の
返
事
が
送
ら
れ
）
80
（
た
。

サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
軍
事
介
入
を
思
い
と
ど
ま
る
よ
う
レ
ー
ガ
ン
に
強
く
求
め
た
。「
あ
な
た
か
ら
の
先
ほ
ど
の
連
絡
で
、
私
が
ひ
ど
く
動

揺
し
た
こ
と
は
隠
し
よ
う
が
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
な
た
は
私
の
助
言
を
求
め
て
い
ま
し
た
。
私
は
そ
れ
を
示
し
ま
し
た
。
こ
の
遅
い
段
階
で

も
、
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
こ
と
に
な
る
前
に
、
私
は
あ
な
た
が
そ
れ
〔
助
言
〕
を
考
慮
す
る
こ
と
を
望
み
ま
）
81
（
す
」。

　

さ
ら
に
そ
の
約
二
〇
分
後
、
彼
女
は
レ
ー
ガ
ン
に
電
話
を
か
け
）
82
（

た
。
こ
の
電
話
で
再
度
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
レ
ー
ガ
ン
に
再
考
を
迫
っ
た
が
、

も
は
や
手
遅
れ
で
あ
っ
た
。
す
で
に
米
軍
の
作
戦
は
開
始
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
レ
ー
ガ
ン
は
こ
の
時
の
心
境
を
次
の
よ
う
に
記
し
て
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い
る
。「
私
に
は
、
上
陸
作
戦
が
も
う
始
ま
っ
て
し
ま
っ
た
と
彼
女
に
言
う
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
わ
れ
わ
れ
の
緊
密
な
関
係
か
ら

言
っ
て
、
そ
れ
は
心
苦
し
い
こ
と
だ
っ
）
83
（

た
」。

　

一
〇
月
二
五
日
、
総
勢
約
七
〇
〇
〇
名
の
米
軍
が
投
入
さ
れ
、「
ア
ー
ジ
ェ
ン
ト
・
フ
ュ
ー
リ
ー
（U

rgent Fury

）」
作
戦
が
開
始
さ
れ

た
。
作
戦
開
始
か
ら
数
日
後
、
米
国
は
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
の
根
拠
の
一
つ
と
し
て
、
一
〇
月
二
四
日
付
で
ス
ク
ー
ン
総
督
か
ら
要
請
を
受
け

て
い
た
こ
と
を
挙
げ
）
84
（

た
。
既
述
の
よ
う
に
、
二
三
日
時
点
で
は
、
ス
ク
ー
ン
は
米
国
の
介
入
を
求
め
な
い
旨
を
英
側
に
伝
え
て
お
り
、
英

国
は
米
国
の
説
明
に
疑
念
を
抱
い
た
。
ス
ク
ー
ン
の
要
請
書
を
見
た
ブ
ラ
ー
ド
駐
バ
ル
バ
ド
ス
高
等
弁
務
官
に
よ
る
と
、
署
名
は
ス
ク
ー

ン
本
人
の
も
の
だ
っ
た
が
、
日
付
は
「
ほ
ぼ
確
実
に
」
偽
装
さ
れ
た
も
の
で
あ
っ
）
85
（

た
。
ま
た
、
バ
ル
バ
ド
ス
や
ジ
ャ
マ
イ
カ
は
介
入
が
Ｏ

Ｅ
Ｃ
Ｓ
条
約
に
基
づ
く
も
の
だ
と
主
張
し
て
い
た
が
、
英
国
は
「
当
て
に
な
ら
な
い
根
拠
」
だ
と
考
え
て
い
）
86
（
た
。

　

米
軍
が
グ
レ
ナ
ダ
へ
の
軍
事
介
入
を
行
う
ま
で
の
過
程
で
、
英
国
へ
の
配
慮
は
ほ
と
ん
ど
見
ら
れ
な
い
。
実
は
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
の
約
九

ヵ
月
前
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
新
た
な
対
ソ
戦
略
を
定
め
た
Ｎ
Ｓ
Ｄ
Ｄ
七
五
号
に
て
、
米
国
の
「
死
活
的
利
益
」
を
守
る
た
め
な
ら
ば
、
た

と
え
同
盟
国
の
反
対
を
受
け
よ
う
と
も
行
動
す
る
こ
と
を
確
認
し
て
い
）
87
（

た
。
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
、
単
独
主
義
的
な
行
動
を
辞
さ
な
い
レ
ー

ガ
ン
政
権
の
姿
勢
が
如
実
に
現
れ
た
も
の
だ
っ
た
と
い
え
る
。
英
国
政
府
の
意
向
を
無
視
し
た
理
由
を
記
者
会
見
で
問
わ
れ
た
シ
ュ
ル
ツ

国
務
長
官
は
、
次
の
よ
う
に
答
え
た
。「
も
ち
ろ
ん
我
々
は
日
頃
か
ら
英
国
政
府
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
氏
の
見
解
に
感
銘
を
受
け
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
そ
の
こ
と
は
、
我
々
が
常
に
彼
ら
に
同
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
の
で
）
88
（
す
」。

　

こ
の
よ
う
に
、
米
国
に
よ
る
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
英
米
の
政
府
間
に
対
立
を
生
じ
さ
せ
た
。
だ
が
、
問
題
は
英
米
二
国
間
に
と
ど
ま
ら
な

か
っ
た
。
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
英
国
以
外
の
西
欧
諸
国
で
も
対
米
批
判
を
巻
き
起
こ
し
、
大
西
洋
同
盟
全
体
を
揺
る
が
す
こ
と
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
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㈡　

西
欧
世
論
の
対
米
批
判

―
反
核
運
動
と
の
共
振

　

サ
ッ
チ
ャ
ー
に
と
っ
て
、
英
米
関
係
は
「
並
外
れ
た
（extraordinary

）」
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、「
と
て
も
、
と
て
も
特
別
な
関
係

（very, very special relationship

）」
で
あ
っ
）
89
（

た
。
英
米
関
係
を
重
視
す
る
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
の
姿
勢
を
、
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
高
く
評
価
し

た
。
一
九
八
一
年
四
月
に
ヘ
イ
グ
（Alexander H

aig

）
国
務
長
官
は
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
へ
の
報
告
で
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
問
題
が
米
国
の
同
盟
管
理

の
テ
ス
ト
ケ
ー
ス
だ
と
述
べ
た
上
で
、「
英
国
は
我
々
の
最
も
信
頼
で
き
る
同
盟
国
で
あ
り
続
け
て
い
る
」
と
伝
え
て
い
）
90
（

る
。

　

し
か
し
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
対
米
認
識
は
、
必
ず
し
も
英
国
民
の
間
で
あ
ま
ね
く
共
有
さ
れ
て
き
た
わ
け
で
は
な
い
。
半
澤
朝
彦

が
い
う
よ
う
に
、「
冷
め
た
対
米
観
は
歴
史
的
な
も
の
で
あ
り
、
英
米
関
係
の
本
質
的
な
一
部
で
も
あ
）
91
（

る
」。
英
国
に
も
「
反
米
」
は
た
し

か
に
存
在
す
る
の
で
あ
）
92
（

る
。

　

一
九
八
〇
年
代
の
英
国
に
お
け
る
「
反
米
」
の
特
徴
は
、
反
核
運
動
と
結
び
つ
い
た
こ
と
だ
と
い
え
る
。
新
冷
戦
の
到
来
は
、
核
戦
争

へ
の
世
論
の
恐
怖
を
増
大
さ
せ
、
核
軍
縮
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
（Cam

paign for N
uclear D

isarm
am

ent: 

Ｃ
Ｎ
Ｄ
）
の
活
動
を
盛
り
上
げ
）
93
（

た
。

二
大
政
党
の
一
角
で
あ
る
労
働
党
も
七
九
年
選
挙
で
の
敗
北
以
降
、
一
方
的
核
軍
縮
政
策
を
掲
げ
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
八
〇
年
代
に

党
首
を
務
め
た
フ
ッ
ト
（M

ichael Foot

）
と
キ
ノ
ッ
ク
（N

eil Kinnock

）
は
、
い
ず
れ
も
Ｃ
Ｎ
Ｄ
の
メ
ン
バ
ー
だ
っ
）
94
（

た
。
労
働
党
内
に
は
、

英
国
内
の
す
べ
て
の
米
軍
基
地
を
閉
鎖
し
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
か
ら
脱
退
す
べ
き
だ
と
い
う
立
場
ま
で
あ
っ
）
95
（
た
。
Ｃ
Ｎ
Ｄ
や
労
働
党
の
見
方
で
は
、

レ
ー
ガ
ン
政
権
こ
そ
が
核
戦
争
の
危
険
を
増
大
さ
せ
て
い
た
の
で
あ
る
。
反
核
運
動
の
勢
い
は
、
ノ
ッ
ト
国
防
相
が
、「
二
重
決
定
」
に

基
づ
く
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
へ
の
世
論
の
反
発
を
過
小
評
価
し
て
い
た
と
認
め
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
だ
っ
）
96
（

た
。

　

反
核
運
動
と
結
び
つ
い
た
「
反
米
」
の
高
ま
り
を
受
け
て
、
一
九
八
三
年
四
月
、
外
務
省
の
政
策
企
画
ス
タ
ッ
フ
（Planning Staff

）

が
「
反
米
主
義
（Anti-Am

ericanism

）」
と
題
す
る
報
告
書
を
作
成
し
た
。
そ
こ
で
は
、
世
論
に
お
け
る
「
反
米
主
義
」
は
、
レ
ー
ガ
ン

大
統
領
に
起
因
す
る
と
さ
れ
た
。
す
な
わ
ち
、
英
国
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
一
部
の
人
々
に
と
っ
て
、
レ
ー
ガ
ン
は
「
が
さ
つ
（crude

）」
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「
不
作
法
（vulgar

）」「
浅
薄
（superficial

）」
な
人
物
で
あ
り
、
国
際
問
題
へ
の
彼
の
対
応
は
単
純
か
つ
挑
発
的
過
ぎ
る
と
見
な
さ
れ
て

い
た
の
で
あ
）
97
（

る
。

　

そ
し
て
、「
反
米
主
義
」
の
高
ま
り
が
招
き
得
る
帰
結
と
し
て
、
次
の
五
つ
が
指
摘
さ
れ
た
。
第
一
に
、
米
国
の
政
策
か
ら
距
離
を
と

る
べ
き
だ
と
い
う
見
方
が
広
が
る
。
第
二
に
、
核
兵
器
を
含
む
英
国
独
自
の
抑
止
力
を
強
化
す
べ
き
だ
と
い
う
意
見
が
増
加
す
る
。
第
三

に
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
関
係
の
緊
密
化
を
推
す
声
が
大
き
く
な
る
。
第
四
に
、
同
盟
か
ら
の
自
立
を
志
向
す
る
「
ブ
リ
テ
ィ
ッ
シ
ュ
・

ゴ
ー
リ
ズ
ム
（British G

aullism

）」
が
出
現
す
る
。
第
五
に
、
英
国
ひ
い
て
は
西
欧
諸
国
に
お
け
る
左
派
政
党
の
急
進
化
を
招
）
98
（
く
。
英
国

内
で
の
「
反
米
主
義
」
の
高
ま
り
は
、
英
米
関
係
を
弱
体
化
さ
せ
、
さ
ら
に
は
大
西
洋
同
盟
の
結
束
を
損
な
う
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で

あ
る
。

　

政
策
企
画
ス
タ
ッ
フ
の
提
言
に
従
っ
て
、
ピ
ム
（Francis Pym

）
外
相
（
八
三
年
六
月
に
ハ
ウ
と
交
代
す
る
）
は
、
五
月
末
の
ウ
ィ
リ
ア

ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
の
機
会
に
行
わ
れ
る
英
米
首
脳
会
談
で
、「
反
米
主
義
」
に
つ
い
て
レ
ー
ガ
ン
と
話
し
合
う
こ
と
を
サ
ッ

チ
ャ
ー
に
進
言
し
た
。
ピ
ム
は
「
こ
れ
を
一
過
性
の
も
の
と
見
な
す
の
は
危
険
で
あ
る
」
と
考
え
て
い
）
99
（

た
。
だ
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
レ
ー

ガ
ン
と
の
会
談
で
、
こ
の
問
題
を
取
り
上
げ
な
か
っ
た
。
彼
女
は
「
反
米
主
義
は
決
し
て
〔
英
国
中
に
〕
広
が
っ
た
現
象
で
は
な
く
、
お

そ
ら
く
か
な
り
限
ら
れ
た
範
囲
の
も
の
だ
」
と
い
う
印
象
を
持
っ
て
い
た
の
で
あ
）
100
（

る
。
そ
の
後
、
九
月
末
の
サ
ッ
チ
ャ
ー
訪
米
時
に
「
特

別
な
関
係
」
が
演
出
さ
れ
、「
反
米
主
義
」
へ
の
懸
念
は
杞
憂
か
に
思
わ
れ
）
101
（
た
。

　

し
か
し
、
一
〇
月
に
行
わ
れ
た
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
が
、
英
国
の
「
反
米
主
義
」
を
加
熱
さ
せ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
二
五
日
の
下
院
で
は
、

米
国
へ
の
批
判
が
相
次
い
だ
。
労
働
党
の
「
影
の
内
閣
」
で
外
相
を
務
め
る
ヒ
ー
リ
ー
（D

enis H
ealey

）
は
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
「
許

し
難
い
屈
辱
（an unpardonable hum

iliation

）」
だ
と
述
べ
て
、
米
国
を
激
し
く
糾
弾
し
た
。
そ
し
て
、
前
日
に
米
軍
の
介
入
の
可
能
性

を
否
定
し
て
い
た
ハ
ウ
外
相
は
議
員
た
ち
か
ら
激
し
い
批
判
を
浴
び
、
議
場
で
は
ハ
ウ
の
辞
任
を
求
め
る
大
合
唱
が
鳴
り
響
い
）
102
（

た
。

　

さ
ら
に
、
二
六
日
に
も
ヒ
ー
リ
ー
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
を
「
米
大
統
領
の
従
順
な
プ
ー
ド
ル
」
と
呼
ん
で
批
判
し
た
。
そ
し
て
、
最
低
限
、



法学政治学論究　第139号（2023.12）

194

英
国
の
意
思
に
反
し
て
ミ
サ
イ
ル
が
使
用
さ
れ
る
の
を
防
ぐ
「
物
理
的
な
力
」（
す
な
わ
ち
「
二
重
鍵
」）
が
な
け
れ
ば
、
英
国
内
へ
の
Ｉ
Ｎ

Ｆ
配
備
を
拒
否
す
べ
き
だ
と
主
張
し
）
103
（

た
。
一
九
八
三
年
六
月
の
選
挙
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
、「
二
重
鍵
」
を
求
め
る
こ
と
は
「
英
国
が

米
国
を
信
用
し
て
い
な
い
と
言
う
の
と
同
じ
で
あ
り
、『
特
別
な
関
係
』
の
真
髄
は
、
国
家
の
安
全
保
障
と
い
っ
た
重
要
な
問
題
に
つ
い

て
相
互
に
信
頼
し
あ
う
こ
と
で
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
）
104
（
た
。
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
、
こ
の
よ
う
な
政
府
の
主
張
の
説
得
力
を
失
わ
せ
た
の
で

あ
る
。
一
〇
月
二
八
日
に
行
わ
れ
た
世
論
調
査
で
は
、
回
答
者
の
七
三
％
が
、
米
国
は
い
ざ
と
な
れ
ば
英
国
の
反
対
を
無
視
し
て
で
も
、

英
国
内
に
配
備
し
た
ミ
サ
イ
ル
を
発
射
す
る
だ
ろ
う
と
回
答
し
）
105
（
た
。
別
の
世
論
調
査
で
は
、
八
七
％
が
「
二
重
鍵
」
に
つ
い
て
米
国
と
交

渉
す
べ
き
だ
と
答
え
て
い
）
106
（

た
。
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
を
き
っ
か
け
に
、
議
会
や
世
論
に
お
け
る
英
国
内
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
に
対
す
る
懸
念
が
一

層
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
九
八
〇
年
代
に
反
核
運
動
が
行
わ
れ
て
い
た
の
は
、
英
国
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。「
二
重
決
定
」
に
基
づ
く
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
が
予
定
さ

れ
て
い
る
西
欧
諸
国
で
も
反
核
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
お
り
、
特
に
運
動
が
活
発
だ
っ
た
の
が
西
ド
イ
ツ
で
あ
っ
た
。
ソ
連
は
西
欧
諸
国

の
世
論
に
対
す
る
平
和
攻
勢
を
仕
掛
け
て
お
り
、
と
り
わ
け
西
ド
イ
ツ
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
）
107
（

た
。
社
会
民
主
党
（Sozialdem

okratische  

Partei D
eutschlands: 

Ｓ
Ｐ
Ｄ
）
内
で
は
「
二
重
決
定
」
へ
の
反
対
の
声
が
強
く
な
り
、
党
内
を
ま
と
め
切
れ
な
い
シ
ュ
ミ
ッ
ト
は
一
九
八

二
年
一
〇
月
に
首
相
の
座
を
去
っ
）
108
（

た
。
後
任
の
首
相
に
は
、
キ
リ
ス
ト
教
民
主
同
盟
（Christlich-D

em
okratische U

nion D
eutschlands: 

Ｃ
Ｄ
Ｕ
）
の
コ
ー
ル
（H

elm
ut Kohl

）
が
就
任
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
西
ド
イ
ツ
の
反
核
運
動
は
、
英
国
に
お
け
る
Ｃ
Ｎ
Ｄ
の
活
動
と
「
共
振
」
し
た
も
の
で
あ
り
、
冷
戦
下
の
核
抑
止
体
制
の

正
統
性
に
疑
問
を
投
げ
か
け
る
も
の
だ
っ
）
109
（

た
。
そ
れ
ゆ
え
、
英
国
政
府
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
に
あ
た
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
政
府
と
歩
調
を
合
わ
せ

る
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
を
計
画
通
り
に
実
施
す
る
必
要
性
を
コ
ー
ル
に
説
い
て
い
）
110
（
た
。
一
九
八
三
年
一

〇
月
七
日
に
シ
ュ
ミ
ッ
ト
前
首
相
が
訪
英
し
た
際
に
も
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
英
独
が
同
年
末
ま
で
に
Ｉ
Ｎ
Ｆ
を
配
備
す
る
必
要
性
を
強
調
し

て
い
）
111
（
る
。
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し
か
し
、
米
国
に
よ
る
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
、
西
ド
イ
ツ
で
も
反
核
運
動
を
さ
ら
に
加
熱
さ
せ
た
。
例
え
ば
、
Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
首
の
ブ
ラ
ン
ト

元
首
相
は
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
を
ソ
連
に
よ
る
ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
侵
攻
と
重
ね
つ
つ
、
西
ド
イ
ツ
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
に
強
く
反
対
し
て
い
）
112
（

た
。

こ
の
よ
う
な
声
に
対
し
、
ゲ
ン
シ
ャ
ー
（H

ans-D
ietrich G

enscher

）
外
相
は
、「
我
々
と
米
国
の
同
盟
国
の
間
に
く
さ
び
を
打
ち
込
ん
だ

り
、
ミ
サ
イ
ル
配
備
に
反
対
し
た
り
す
る
た
め
に
グ
レ
ナ
ダ
で
の
出
来
事
を
利
用
し
よ
う
と
す
る
人
々
に
対
し
て
、
政
府
は
抵
抗
す
る
」

と
反
論
し
て
い
）
113
（

た
。
だ
が
一
方
で
、
コ
ー
ル
政
権
は
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
が
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
を
め
ぐ
る
議
論
に
好
ま
し
く
な
い
影
響
を
及
ぼ
す
こ

と
を
懸
念
し
て
お
り
、
も
し
米
国
か
ら
事
前
に
協
議
を
受
け
て
い
れ
ば
、
グ
レ
ナ
ダ
へ
の
介
入
に
反
対
し
た
と
す
る
声
明
を
発
表
し
）
114
（
た
。

　

米
側
で
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
並
ぶ
米
国
の
「
最
も
忠
実
な
支
持
者
」
で
あ
る
コ
ー
ル
が
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
に
よ
っ
て
、
米
国
の
信
頼
性

を
世
論
に
説
く
の
が
難
し
く
な
っ
た
と
認
識
さ
れ
て
い
）
115
（
た
。
オ
ラ
ン
ダ
で
も
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
へ
の
批
判
に
触
発
さ
れ
て
、
反
核
運
動
が

「
新
た
な
勢
い
（new

 m
om

entum
）」
を
得
て
い
）
116
（
た
。
こ
の
よ
う
に
、
英
国
を
含
む
西
欧
諸
国
で
は
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
へ
の
反
対
の
声
が
グ

レ
ナ
ダ
侵
攻
へ
の
批
判
と
絡
み
合
う
形
で
盛
り
上
が
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
、
西
欧
諸
国
か
ら
向
け
ら
れ
る
批
判
に
、
米
国
で
は
困
惑
と
反
発
が
広
が
っ
た
。
ウ
ォ
ー
ル
・
ス
ト
リ
ー
ト
・
ジ
ャ
ー
ナ
ル
紙
は
、

「
都
合
の
良
い
時
だ
け
の
同
盟
国
（Fair-W

eather Allies

）」
と
題
す
る
社
説
を
掲
載
し
、
英
国
を
は
じ
め
と
す
る
西
欧
諸
国
を
批
判
し
た
。

そ
し
て
、
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
で
米
国
が
英
国
を
支
援
し
た
こ
と
で
、「
西
半
球
に
お
け
る
ソ
連
と
キ
ュ
ー
バ
の
攻
勢
に
対
抗
す
る
た

め
の
直
接
的
で
貴
重
な
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
の
支
援
」
を
失
っ
て
し
ま
っ
た
と
論
じ
）
117
（
た
。

　

駐
米
英
国
大
使
館
で
は
米
国
民
か
ら
の
抗
議
の
電
話
が
鳴
り
止
ま
ず
、
大
使
館
職
員
た
ち
は
対
応
に
追
わ
れ
た
。
前
年
の
フ
ォ
ー
ク
ラ

ン
ド
紛
争
で
は
、
駐
米
英
国
大
使
館
は
米
国
か
ら
の
支
援
獲
得
に
奔
走
し
）
118
（

た
。
皮
肉
に
も
、「
我
々
は
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
で
支
援
し
た
の

に
、
な
ぜ
今
我
々
を
助
け
な
い
の
か
」
と
い
う
声
が
大
使
館
に
寄
せ
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
意
見
は
、
一
般
国
民
か
ら
政
府
レ

ベ
ル
ま
で
米
国
内
で
広
く
共
有
さ
れ
て
い
）
119
（

た
。
さ
ら
に
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
で
は
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
で
の
英
国
の
対
応
が
手
本
に
さ
れ

た
と
い
わ
れ
、
米
国
人
医
学
生
た
ち
が
「
救
出
」
さ
れ
る
と
、
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
の
支
持
率
は
二
〇
％
も
上
昇
し
た
。
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
、
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米
国
に
と
っ
て
の
「
フ
ォ
ー
ク
ラ
ン
ド
紛
争
」
と
な
っ
た
の
で
あ
）
120
（
る
。

　

こ
の
よ
う
に
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
、
西
欧
諸
国
に
お
け
る
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
を
め
ぐ
る
反
対
の
声
を
増
幅
さ
せ
た
。
他
方
、
西
欧
諸
国
か
ら

の
批
判
に
対
し
て
、
米
側
で
も
困
惑
と
反
発
が
広
が
っ
た
。「
二
重
決
定
」
の
期
限
が
近
づ
く
中
で
、
グ
レ
ナ
ダ
を
め
ぐ
る
英
米
間
の
対

立
が
、
大
西
洋
同
盟
の
結
束
を
揺
る
が
し
た
の
で
あ
る
。

三　

大
西
洋
同
盟
の
結
束
を
求
め
て

㈠　

西
欧
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備

　

英
国
政
府
は
、
充
分
な
事
前
協
議
な
し
に
グ
レ
ナ
ダ
へ
侵
攻
し
た
米
国
に
強
い
不
信
感
を
抱
い
て
い
た
が
、
同
時
に
、
大
西
洋
同
盟
の

結
束
に
ダ
メ
ー
ジ
が
及
ぶ
こ
と
を
危
惧
し
て
い
た
。
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
の
翌
日
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
ハ
ウ
外
相
や
ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン
国
防
相
ら

を
集
め
て
、
英
国
内
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
に
つ
い
て
議
論
し
た
。
当
初
、
英
国
へ
の
配
備
は
一
一
月
一
日
に
始
ま
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
グ

レ
ナ
ダ
侵
攻
へ
の
議
会
の
反
発
が
一
因
と
な
っ
て
延
期
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
お
り
、
ハ
ウ
は
懸
念
を
示
し
た
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、「
グ
レ

ナ
ダ
を
め
ぐ
る
不
一
致
が
、〔
大
西
洋
〕
同
盟
に
対
す
る
英
国
の
政
策
に
影
響
す
る
こ
と
、
あ
る
い
は
影
響
す
る
と
思
わ
れ
る
こ
と
が
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
結
論
づ
け
）
121
（
た
。

　

一
〇
月
二
七
日
の
閣
議
で
は
、
何
名
か
の
閣
僚
た
ち
が
米
国
へ
の
批
判
を
唱
え
る
中
で
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
「
決
し
て
米
国
と
の
友
情
が

危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
こ
と
は
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
」
と
い
さ
め
）
122
（
た
。
こ
れ
以
降
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
に
関
す
る
英
国
の
姿
勢
は
、
あ
く
ま
で

も
「
二
重
決
定
」
に
基
づ
く
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
に
影
響
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
前
提
に
立
つ
こ
と
に
な
っ
た
。
同
日
の
下
院
で
答
弁

に
立
っ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、「
米
国
こ
そ
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る
自
由
の
究
極
的
な
守
護
者
な
の
で
す
」
と
述
べ
、
こ
れ
か
ら
も
米
国
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を
支
え
続
け
る
意
志
を
強
調
し
た
の
で
あ
）
123
（
る
。

　

そ
の
後
の
国
連
で
の
英
国
の
対
応
は
、
明
ら
か
に
米
国
に
配
慮
し
た
も
の
だ
っ
た
。
一
〇
月
二
八
日
、
国
連
安
全
保
障
理
事
会
に
て
、

グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
へ
の
憂
慮
を
示
す
決
議
案
の
採
決
が
行
わ
れ
た
が
、
英
国
は
棄
権
し
た
。
英
国
の
ト
ム
ソ
ン
（John Thom

son

）
国
連
大

使
は
採
決
前
の
演
説
で
、
英
国
は
侵
攻
を
支
持
し
な
い
と
し
な
が
ら
も
、「
我
々
は
行
動
を
起
こ
し
た
国
々
の
懸
念
を
理
解
で
き
る
」
と

述
べ
）
124
（

た
。
採
決
で
は
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
加
盟
国
で
あ
る
フ
ラ
ン
ス
と
オ
ラ
ン
ダ
が
賛
成
に
回
っ
た
が
、
米
国
が
拒
否
権
を
行
使
し
）
125
（

た
。
一
一
月
二

日
に
は
、
ほ
と
ん
ど
同
じ
内
容
の
決
議
案
が
国
連
総
会
で
の
採
決
に
か
け
ら
れ
、
こ
こ
で
も
英
国
は
棄
権
し
）
126
（
た
。

　

さ
ら
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
英
国
内
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
を
実
施
す
べ
く
、
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
「
二
重
決
定
」
へ
の
支
持
を
再
確
認
す
る
動

議
を
下
院
に
提
出
し
た
。
ヘ
ー
ゼ
ル
タ
イ
ン
国
防
相
は
、「
二
重
決
定
」
に
至
る
過
程
に
は
当
時
の
労
働
党
政
権
が
深
く
関
与
し
て
い
た

と
述
べ
て
、
英
国
内
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
に
反
対
す
る
労
働
党
に
反
論
し
た
。
一
方
、
労
働
党
の
ヒ
ー
リ
ー
は
、
米
国
が
英
国
と
の
協
議
な

し
に
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
に
踏
み
切
っ
た
こ
と
に
触
れ
つ
つ
、
米
国
の
ミ
サ
イ
ル
を
配
備
す
る
こ
と
の
危
険
性
を
訴
え
た
。
最
終
的
に
、
動
議

は
賛
成
三
六
二
、
反
対
二
一
八
で
可
決
さ
れ
）
127
（

た
。
Ｉ
Ｎ
Ｆ
が
配
備
さ
れ
る
グ
リ
ー
ナ
ム
コ
モ
ン
米
軍
基
地
周
辺
で
は
大
規
模
な
デ
モ
が
行

わ
れ
、
多
数
の
逮
捕
者
が
出
た
が
、
も
は
や
配
備
決
定
を
覆
す
こ
と
は
不
可
能
だ
っ
）
128
（
た
。
こ
う
し
て
、
一
一
月
一
四
日
、
英
国
へ
の
Ｉ
Ｎ

Ｆ
配
備
が
開
始
さ
れ
た
の
で
あ
）
129
（

る
。

　

加
え
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
政
権
は
、
西
ド
イ
ツ
へ
の
配
備
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
大
西
洋
同
盟
の
結
束
を
示
す
こ
と
に
尽
力
し
た
。
一

一
月
八
日
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
ボ
ン
を
訪
れ
、
コ
ー
ル
と
会
談
し
）
130
（

た
。
両
首
脳
は
、
米
国
に
よ
る
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
が
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
を
め
ぐ
る

議
論
を
困
難
な
も
の
に
し
た
と
い
う
見
方
で
一
致
し
た
。
そ
の
一
方
で
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
に
よ
っ
て
大
西
洋
同
盟
が
弱
体

化
し
て
は
な
ら
な
い
と
強
調
し
た
。
そ
し
て
彼
女
は
、
翌
日
に
予
定
さ
れ
て
い
る
共
同
記
者
会
見
の
場
で
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
へ
の
英
独
の
コ

ミ
ッ
ト
メ
ン
ト
を
再
確
認
す
る
こ
と
を
提
案
し
、
コ
ー
ル
は
そ
れ
に
同
意
し
た
の
で
あ
）
131
（

る
。

　

翌
日
の
首
脳
会
談
に
は
、
両
国
の
外
相
・
国
防
相
・
蔵
相
な
ど
が
同
席
し
た
。
ま
ず
コ
ー
ル
は
、
国
内
の
反
核
運
動
を
念
頭
に
、「
ド
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イ
ツ
の
政
策
は
街
路
で
は
な
く
、
政
府
と
連
邦
議
会
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
る
の
で
す
」
と
言
い
切
り
、
二
二
日
の
連
邦
議
会
で
配
備
が
支

持
さ
れ
る
と
の
見
通
し
を
伝
え
た
。
そ
し
て
、
西
欧
諸
国
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
に
よ
っ
て
、
ソ
連
と
の
軍
備
管
理
交
渉
が
妥
結
す
る
可
能
性

が
大
き
く
な
る
と
述
べ
た
。
ハ
ウ
英
外
相
と
ゲ
ン
シ
ャ
ー
西
独
外
相
も
、「
二
重
決
定
」
の
履
行
が
重
要
だ
と
い
う
点
で
一
致
し
て
い
た
。

ゲ
ン
シ
ャ
ー
に
よ
れ
ば
、「
ソ
連
を
譲
歩
さ
せ
る
た
め
に
は
、
と
て
も
緊
密
な
米
欧
関
係
が
不
可
欠
」
で
あ
っ
）
132
（
た
。

　

そ
の
後
に
行
わ
れ
た
共
同
記
者
会
見
で
は
、
両
首
脳
が
「
二
重
決
定
」
を
履
行
す
る
決
意
を
再
確
認
し
た
旨
が
述
べ
ら
れ
た
。
そ
し
て
、

グ
レ
ナ
ダ
情
勢
に
関
し
て
記
者
か
ら
問
わ
れ
た
コ
ー
ル
は
、「
米
国
、
カ
ナ
ダ
、
西
欧
諸
国
が
共
同
で
西
側
世
界
の
平
和
と
自
由
を
保
障

す
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
同
盟
は
、
グ
レ
ナ
ダ
で
起
き
た
こ
と
に
よ
っ
て
何
ら
損
な
わ
れ
る
こ
と
は
な
い
と
い
う
の
が
、〔
サ
ッ
チ
ャ
ー
〕
首
相
と
私

の
共
通
の
信
念
で
す
」
と
答
え
）
133
（
た
。
米
側
か
ら
「
最
も
忠
実
な
支
持
者
」
と
呼
ば
れ
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
コ
ー
ル
は
、
後
に
ド
イ
ツ
統
一
な

ど
を
め
ぐ
っ
て
対
立
す
る
こ
と
に
な
る
が
、
少
な
く
と
も
「
二
重
決
定
」
の
履
行
に
関
し
て
は
協
調
し
て
お
り
、
大
西
洋
同
盟
の
結
束
を

示
す
こ
と
に
寄
与
し
た
の
で
あ
）
134
（
る
。

　

サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
一
一
月
一
〇
日
に
オ
ラ
ン
ダ
の
ル
ベ
ル
ス
（Ruud Lubbers

）
首
相
と
電
話
会
談
を
行
っ
た
際
に
も
、「
二
重
決
定
」

を
計
画
通
り
に
履
行
す
る
必
要
性
を
強
調
し
た
。
ル
ベ
ル
ス
か
ら
「
森
の
中
の
散
歩
（W

alk in the W
oods

）」
案
（
一
九
八
二
年
九
月
に
米

ソ
の
交
渉
代
表
に
よ
っ
て
出
さ
れ
た
妥
協
案
）
を
軍
備
管
理
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
載
せ
る
べ
き
か
を
尋
ね
ら
れ
た
時
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
断
固
と

し
て
反
対
し
）
135
（

た
。
同
案
の
採
用
に
よ
っ
て
、
西
ド
イ
ツ
へ
の
パ
ー
シ
ン
グ
Ⅱ
配
備
が
先
延
ば
し
に
さ
れ
、
八
三
年
末
ま
で
に
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備

を
実
施
す
る
の
は
英
国
の
み
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
に
と
っ
て
、
そ
れ
は
ソ
連
の
「
勝
利
」
を
意
味
す
る
も
の
だ
っ
）
136
（
た
。

　

一
一
月
二
二
日
は
、「
ボ
ン
連
邦
議
会
史
上
最
も
長
い
議
論
の
ひ
と
つ
」
と
な
っ
）
137
（

た
。
ヴ
ェ
ル
ナ
ー
（M

anfred W
örner

）
国
防
相
は
、

Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
に
反
対
す
る
野
党
Ｓ
Ｐ
Ｄ
こ
そ
が
、
軍
備
管
理
交
渉
に
お
け
る
ソ
連
の
強
硬
姿
勢
を
助
長
し
て
い
る
と
批
判
し
た
。
一
方
、

Ｓ
Ｐ
Ｄ
党
首
の
ブ
ラ
ン
ト
は
、
東
西
対
立
の
解
消
が
必
要
だ
と
訴
え
た
。
さ
ら
に
、
緑
の
党
の
ニ
ッ
ケ
ル
ス
（Christa N

ickels

）
は
、
演

壇
で
配
備
反
対
を
唱
え
た
後
、
被
爆
地
・
広
島
の
子
ど
も
た
ち
が
折
っ
た
千
羽
鶴
を
コ
ー
ル
に
手
渡
し
）
138
（

た
。
激
論
の
末
、
賛
成
二
八
六
、
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反
対
二
二
六
で
配
備
が
承
認
さ
れ
た
。

　

か
く
し
て
、「
二
重
決
定
」
に
基
づ
い
て
、
英
国
と
西
ド
イ
ツ
へ
の
配
備
が
開
始
さ
れ
た
。
一
二
月
に
行
わ
れ
た
会
談
に
て
コ
ー
ル
と

シ
ュ
ル
ツ
国
務
長
官
は
、「
二
重
決
定
」
の
履
行
に
よ
っ
て
「
同
盟
の
安
定
性
」
が
再
確
認
さ
れ
た
と
の
評
価
で
一
致
し
）
139
（
た
。
西
欧
諸
国

で
は
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
を
機
に
反
核
運
動
が
盛
り
上
が
っ
た
が
、
英
国
政
府
は
西
ド
イ
ツ
政
府
と
歩
調
を
合
わ
せ
る
形
で
、
大
西
洋
同
盟
の

結
束
を
誇
示
し
た
の
で
あ
る
。

㈡　

英
米
関
係
の
修
復

　

既
述
の
よ
う
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
に
よ
っ
て
、
英
米
関
係
全
体
や
大
西
洋
同
盟
の
結
束
が
損
な
わ
れ
て
は
な
ら
な
い
と

い
う
考
え
を
示
し
て
い
た
。
だ
が
そ
の
一
方
で
、
彼
女
は
米
国
を
批
判
す
る
こ
と
も
厭
わ
な
か
っ
た
。
一
〇
月
三
〇
日
に
Ｂ
Ｂ
Ｃ
の
ラ
ジ

オ
番
組
で
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
際
に
は
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。「
私
は
共
産
主
義
と
テ
ロ
リ
ズ
ム
に
は
完
全
に
反
対
し
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
国
民
の
意
思
に
反
し
て
共
産
主
義
が
支
配
し
て
い
る
と
こ
ろ
に
、
た
と
え
そ
れ
が
国
内
的
に
起
こ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
て

も
、
米
国
が
ど
こ
へ
で
も
介
入
す
る
と
い
う
な
ら
、
世
界
中
で
本
当
に
恐
ろ
し
い
戦
争
が
起
こ
る
で
し
ょ
）
140
（

う
」。

　

一
一
月
七
日
に
ダ
ム
（Kenneth D

am

）
国
務
副
長
官
が
訪
英
し
た
際
に
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
彼
を
厳
し
く
問
い
詰
め
た
。
ダ
ム
は
米

国
の
立
場
を
説
明
し
た
が
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
納
得
し
な
か
っ
）
141
（

た
。
直
後
に
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
の
フ
ィ
ッ
ツ
ジ
ェ
ラ
ル
ド
（Garret FitzGerald

）

首
相
と
会
談
し
た
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
、
米
国
へ
の
不
満
を
吐
露
し
た
。「
米
国
人
は
ソ
連
人
よ
り
も
悪
い
の
で
す
よ
、
ギ
ャ
レ
ッ
）
142
（
ト
」。

　

こ
の
点
に
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
二
面
性
が
見
て
取
れ
る
。
サ
ッ
チ
ャ
ー
と
レ
ー
ガ
ン
の
関
係
に
関
す
る
研
究
で
も
、「
政
治
上
の
結
婚

（political m
arriage

）」
と
い
う
評
価
が
あ
る
一
）
143
（
方
、「
困
難
な
関
係
（difficult relationship

）」
と
呼
ん
で
そ
の
対
立
的
側
面
を
強
調
す
る

も
の
が
あ
）
144
（

る
。
た
だ
し
、
彼
女
に
と
っ
て
、
英
米
関
係
を
重
視
す
る
こ
と
と
、
米
国
に
率
直
に
意
見
を
伝
え
る
こ
と
は
必
ず
し
も
矛
盾
し

て
い
な
か
っ
た
と
解
釈
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
す
な
わ
ち
、
率
直
な
物
言
い
を
し
て
も
、「
特
別
な
関
係
」
と
り
わ
け
レ
ー
ガ
ン
と
の
信
頼
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関
係
は
揺
ら
が
な
い
と
い
う
自
信
の
表
れ
だ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
英
米
の
外
交
当
局
者
の
間
で
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
率
直
な
物
言
い
へ
の
懸
念
が
高
ま
っ
て
い
た
。
一
一
月
一
〇
日
の

夜
、
イ
ー
グ
ル
バ
ー
ガ
ー
国
務
次
官
（
政
治
担
当
）
は
、
駐
米
英
国
大
使
館
の
ト
ー
マ
ス
（D

erek Thom
as

）
公
使
を
オ
フ
ィ
ス
に
招
き
、

一
献
傾
け
な
が
ら
、
長
時
間
に
わ
た
っ
て
語
り
合
っ
た
。
イ
ー
グ
ル
バ
ー
ガ
ー
は
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
が
米
国
を
批
判
し
て
い
る
こ
と
に
困
惑

し
て
い
た
。
そ
し
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
の
よ
う
な
対
米
批
判
が
「
ど
れ
ほ
ど
米
国
内
で
の
英
国
の
立
場
を
損
な
っ
て
い
る
か
」
を
理
解
し
て

ほ
し
い
と
語
っ
た
。
イ
ー
グ
ル
バ
ー
ガ
ー
の
言
葉
を
踏
ま
え
て
、
ト
ー
マ
ス
は
「〔
米
国
と
の
〕
不
一
致
を
悪
化
さ
せ
る
こ
と
に
利
益
は
な

い
」
と
結
論
づ
け
）
145
（

た
。

　

翌
日
に
は
、
バ
ー
ト
（Richard Burt

）
国
務
次
官
（
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
担
当
）
が
訪
英
し
、
ア
ク
ラ
ン
ド
（Antony Acland

）
外
務
次
官
と
協

議
し
た
。
バ
ー
ト
は
、
英
国
に
は
「
反
米
主
義
」
の
底
流
が
存
在
し
て
き
た
も
の
の
、
英
国
政
府
の
対
米
関
係
に
対
す
る
強
い
支
持
に

よ
っ
て
相
殺
さ
れ
て
き
た
と
述
べ
、
次
の
よ
う
に
続
け
た
。「
米
国
人
に
と
っ
て
の
目
下
の
懸
念
は
、
グ
レ
ナ
ダ
問
題
に
対
す
る
〔
サ
ッ

チ
ャ
ー
〕
首
相
の
反
応
が
、
こ
の
反
米
的
論
調
を
解
き
放
っ
た
こ
と
だ
」。
バ
ー
ト
は
、
今
後
は
英
米
の
一
致
点
を
強
調
す
る
こ
と
が
重

要
だ
と
考
え
て
い
）
146
（
た
。

　

し
か
し
、
こ
の
時
期
の
英
米
は
グ
レ
ナ
ダ
問
題
以
外
に
も
、
米
国
の
対
ア
ル
ゼ
ン
チ
ン
兵
器
輸
出
再
開
や
レ
バ
ノ
ン
情
勢
を
め
ぐ
っ
て
、

不
一
致
を
抱
え
て
い
）
147
（
た
。
英
米
の
不
一
致
が
目
立
つ
状
況
で
、
一
致
を
見
出
せ
る
の
が
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
お
よ
び
配
備
で
あ
っ
）
148
（
た
。
ア
ク
ラ

ン
ド
外
務
次
官
は
バ
ー
ト
国
務
次
官
と
の
協
議
後
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
問
題
で
の
英
米
の
一
致
を
強
調
す
べ
き
だ
と
ハ
ウ
外
相
に
進
言
し
、
ハ
ウ
は

そ
れ
を
支
持
し
）
149
（

た
。
こ
の
よ
う
に
、
英
米
の
外
交
当
局
者
間
で
は
、
両
国
の
一
致
点
を
梃
子
に
関
係
を
修
復
す
る
方
針
が
共
有
さ
れ
、
Ｉ

Ｎ
Ｆ
問
題
に
目
が
つ
け
ら
れ
た
の
で
あ
る
。

　

一
一
月
一
四
日
、
シ
テ
ィ
・
オ
ブ
・
ロ
ン
ド
ン
の
ロ
ー
ド
・
メ
イ
ヤ
ー
主
催
の
晩
餐
会
に
て
、
サ
ッ
チ
ャ
ー
は
「
米
国
は
我
々
の
究
極

の
防
御
的
な
盾
で
あ
り
、
西
側
の
自
由
の
守
護
者
、
世
界
の
抑
圧
さ
れ
た
人
々
に
と
っ
て
の
最
大
の
希
望
で
す
」
と
語
っ
た
。
そ
し
て
、
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「
二
重
決
定
」
に
基
づ
く
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
が
、
ソ
連
と
の
軍
備
管
理
交
渉
が
妥
結
す
る
可
能
性
を
閉
ざ
さ
な
い
こ
と
と
、
軍
拡
競
争
を
激
化

さ
せ
る
こ
と
は
な
い
と
断
言
し
た
の
で
あ
）
150
（

る
。
前
節
で
論
じ
た
よ
う
に
、
一
一
月
一
四
日
に
は
英
国
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
が
開
始
さ
れ
た
。

二
〇
日
、
ハ
ウ
外
相
と
駐
英
米
国
大
使
館
の
ス
ト
レ
ー
タ
ー
（Edw

ard Streator

）
公
使
が
、
チ
ー
ヴ
ニ
ン
グ
・
ハ
ウ
ス
（
英
外
相
公
邸
）

近
く
の
湖
の
ほ
と
り
を
歩
き
な
が
ら
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
後
の
英
米
関
係
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。
ハ
ウ
と
ス
ト
レ
ー
タ
ー
は
、
一
四
日
の

サ
ッ
チ
ャ
ー
の
演
説
に
沿
っ
て
、
英
米
が
協
力
す
る
必
要
性
を
強
調
す
べ
き
だ
と
い
う
見
方
で
一
致
し
）
151
（

た
。

　

そ
し
て
、
一
二
月
一
五
日
に
米
軍
が
グ
レ
ナ
ダ
か
ら
撤
退
す
る
と
、
英
米
関
係
は
改
善
へ
と
向
か
）
152
（
う
。「
二
重
決
定
」
に
基
づ
く
Ｉ
Ｎ

Ｆ
配
備
で
英
米
の
協
力
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
で
傷
つ
い
た
英
米
関
係
が
修
復
さ
れ
る
足
掛
か
り
に
な
っ
た
と
い
え
よ

う
。
英
米
の
対
立
が
目
立
っ
た
時
期
に
も
、
協
調
の
側
面
が
た
し
か
に
存
在
し
た
の
で
あ
る
。

お
わ
り
に

　

一
九
八
三
年
の
国
際
政
治
に
お
け
る
最
大
の
焦
点
の
一
つ
は
Ｉ
Ｎ
Ｆ
問
題
で
あ
り
、
こ
の
年
は
「
ミ
サ
イ
ル
の
年
（the year of the 

m
issile

）」
と
も
呼
ば
れ
）
153
（

る
。
西
側
陣
営
の
冷
戦
戦
略
は
、「
二
重
決
定
」
に
基
づ
く
西
欧
諸
国
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
が
、
計
画
通
り
八
三
年

末
ま
で
に
開
始
さ
れ
る
か
に
か
か
っ
て
い
た
。

　

し
か
し
、「
二
重
決
定
」
の
履
行
期
限
が
迫
る
中
、
米
国
に
よ
る
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
が
行
わ
れ
、
英
米
間
に
対
立
が
生
じ
た
。
英
外
務
省

の
と
あ
る
文
書
の
言
葉
を
借
り
れ
ば
、「
英
米
関
係
に
と
っ
て
の
危
機
」
が
訪
れ
た
の
で
あ
）
154
（

る
。
さ
ら
に
、
大
西
洋
同
盟
の
中
核
を
な
し

て
き
た
英
米
間
の
対
立
は
、
同
盟
全
体
を
揺
る
が
す
こ
と
と
な
っ
た
。
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
は
西
欧
諸
国
で
も
対
米
批
判
を
巻
き
起
こ
し
、
Ｉ

Ｎ
Ｆ
配
備
反
対
の
声
が
高
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
へ
の
批
判
と
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
へ
の
反
発
が
結
び
つ
く
状
況
で
、
英
国
は
慎
重
な
外
交
の
舵
取
り
を
迫
ら
れ
た
。
英
国
は
、
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充
分
な
事
前
協
議
な
し
に
侵
攻
に
踏
み
切
っ
た
米
国
に
強
い
不
信
感
を
抱
き
つ
つ
も
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
を
計
画
通
り
に
実
施
す
る
姿
勢
を
貫

い
た
。
さ
ら
に
、
西
ド
イ
ツ
へ
の
配
備
を
目
指
す
コ
ー
ル
政
権
を
後
押
し
す
る
こ
と
で
、
大
西
洋
同
盟
の
結
束
を
誇
示
し
た
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
英
米
間
で
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
で
の
協
力
が
維
持
さ
れ
た
こ
と
は
、
英
米
関
係
が
修
復
に
向
か
う
足
掛
か
り
と
な
っ
た
。
英
米
の
外
交

当
局
者
間
で
は
、
両
国
の
一
致
点
を
梃
子
に
関
係
を
修
復
す
る
方
針
が
共
有
さ
れ
、
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
で
の
協
力
が
そ
の
典
型
例
と
な
っ
た
の

で
あ
る
。
対
立
が
目
立
つ
時
期
に
も
、
協
調
の
側
面
を
見
出
せ
る

―
こ
の
点
に
こ
そ
、
英
米
間
に
「
特
別
な
関
係
」
が
存
在
す
る
と
い

う
考
え
方
が
現
在
ま
で
受
け
継
が
れ
て
き
た
理
由
が
あ
る
の
だ
ろ
）
155
（
う
。

　

岩
間
陽
子
が
い
う
よ
う
に
、「
冷
戦
期
の
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
は
、
何
よ
り
も
核
の
同
盟
で
あ
っ
）
156
（

た
」。
も
し
仮
に
「
二
重
決
定
」
が
履
行
さ
れ
て

い
な
け
れ
ば
、「
核
の
同
盟
」
た
る
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
が
大
き
く
傷
つ
い
た
こ
と
は
想
像
に
難
く
な
い
。
英
国
は
、
同
盟
の
結
束
を
維
持
す
る
上

で
、
小
さ
く
な
い
役
割
を
果
た
し
た
の
で
あ
る
。

（
1
）  

合
六
強
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
『
二
重
決
定
』
と
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
」
森
本
敏
、
高
橋
杉
雄
編
『
新
た
な
ミ
サ
イ
ル
軍
拡
競
争
と
日
本
の
防
衛

―
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条

約
後
の
安
全
保
障
』
並
木
書
房
、
二
〇
二
〇
年
、
一
五
一
頁
。
同
様
の
評
価
を
す
る
研
究
と
し
て
、
瀬
川
高
央
『
米
ソ
核
軍
縮
交
渉
と
日
本
外

交

―
Ｉ
Ｎ
Ｆ
問
題
と
西
側
の
結
束 

一
九
八
一
―
一
九
八
七
』
北
海
道
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
六
年
、
四
四
八
頁
。

（
2
）  G

eorge P. Shultz, Turm
oil and Trium

ph: M
y Years as Secretary of State （Charles Scribner

’s Sons, 1993

） p. 373.

（
3
）  G

eorge P. Shultz, 

‘A Perspective from
 W

ashington
’, Kiron K. Skinner ed., Turning Points in Ending the Cold W

ar 

（H
oover 

Institution Press, 2007

） p. xxiv.

（
4
）  

冷
戦
終
結
を
め
ぐ
る
議
論
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
研
究
を
参
照
。
藤
原
帰
一
「
冷
戦
の
終
わ
り
か
た

―
合
意
に
よ
る
平
和
か
ら
力
の
平
和

へ
」
東
京
大
学
社
会
科
学
研
究
所
編
『
二
〇
世
紀
シ
ス
テ
ム
六　

機
能
と
変
容
』
東
京
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年；

塩
川
伸
明
『
冷
戦
終
焉
二

〇
年

―
何
が
、
ど
の
よ
う
に
し
て
終
わ
っ
た
の
か
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年
、
一
〇
七
―
一
四
一
頁；

吉
留
公
太
『
ド
イ
ツ
統
一
と
ア
メ
リ

カ
外
交
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
二
一
年
、
第
一
章
、
終
章；

板
橋
拓
己
『
分
断
の
克
服 
一
九
八
九
―
一
九
九
〇

―
統
一
を
め
ぐ
る
西
ド
イ
ツ
外

交
の
挑
戦
』
中
央
公
論
新
社
、
二
〇
二
二
年
、
二
一
八
―
二
二
〇
頁
。
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（
5
）  

ア
ー
チ
ー
・
ブ
ラ
ウ
ン
（
小
泉
直
美
、
角
田
安
正
訳
）『
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
・
フ
ァ
ク
タ
ー
』
藤
原
書
店
、
二
〇
〇
八
年
。

（
6
）  

ロ
バ
ー
ト
・
マ
ク
マ
ン
（
青
野
利
彦
監
訳
、
平
井
和
也
訳
）『
冷
戦
史
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
八
年
、
二
一
四
―
二
一
五
頁
。

（
7
）  

岡
田
美
保
「
ソ
連
に
よ
る
弱
さ
の
自
覚
と
対
外
政
策
の
転
換

―
Ｉ
Ｎ
Ｆ
交
渉
の
再
検
討
」『
国
際
政
治
』
第
一
五
七
号
、
二
〇
〇
九
年
。
こ

の
間
の
ソ
連
外
交
に
つ
い
て
は
、
堀
田
主
「
欧
州
共
通
の
家
」
構
想
の
成
立

―
ミ
ハ
イ
ル
・
ゴ
ル
バ
チ
ョ
フ
と
ソ
連
の
対
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
策
」

『
法
学
政
治
学
論
究
』
第
一
三
四
号
、
二
〇
二
二
年
も
参
照
。

（
8
）  
細
谷
雄
一
『
戦
後
国
際
秩
序
と
イ
ギ
リ
ス
外
交

―
戦
後
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
形
成 

一
九
四
五
年
―
一
九
五
一
年
』
創
文
社
、
二
〇
〇
一
年
、
特

に
第
六
章
。

（
9
）  R. B. M

anderson-Jones, A
nglo-A

m
erican Relations and W

estern European U
nity （W

eidenfeld &
 N

icolson, 1972

） p. 75.

（
10
）  

橋
口
豊
『
戦
後
イ
ギ
リ
ス
外
交
と
英
米
間
の
「
特
別
な
関
係
」

―
国
際
秩
序
の
変
容
と
揺
れ
る
自
画
像
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
六
年
、

一
〇
七
頁
。
た
だ
し
、「
ス
エ
ズ
以
東
」
撤
退
後
も
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
外
へ
の
英
国
の
軍
事
関
与
は
継
続
し
て
い
る
。
伊
藤
頌
文
「
東
地
中
海
に

お
け
る
イ
ギ
リ
ス
の
軍
事
関
与
と
西
側
同
盟

―
『
帝
国
の
残
滓
』
の
精
算
と
同
盟
管
理
の
狭
間
で
、
一
九
六
八
―
七
五
年
」
慶
應
義
塾
大
学
大

学
院
法
学
研
究
科
未
公
刊
博
士
論
文
、
二
〇
一
九
年；

篠
﨑
正
郎
『
引
き
留
め
ら
れ
た
帝
国

―
戦
後
イ
ギ
リ
ス
対
外
政
策
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
域
外
関
与
、
一
九
六
八
―
八
二
年
』
吉
田
書
店
、
二
〇
一
九
年
。

（
11
）  Peter Byrd, 

‘Defence Policy

’, Peter Byrd ed., British Foreign Policy under Thatcher 

（St M
artin

’s Press, 1988

） p. 164; John 
Cam

pbell, M
argaret Thatcher: Volum

e Two: The Iron Lady （Jonathan Cape, 2003

） p. 260.

（
12
）  

マ
ー
ガ
レ
ッ
ト
・
サ
ッ
チ
ャ
ー
（
石
塚
雅
彦
訳
）『
サ
ッ
チ
ャ
ー
回
顧
録

―
ダ
ウ
ニ
ン
グ
街
の
日
々
（
上
）』
日
本
経
済
新
聞
出
版
社
、
一
九

九
三
年
、
二
〇
〇
頁
。

（
13
）  D

ouglas Brinkley ed., The Reagan D
iaries （H

arperCollins, 2007

） p. 183.

（
14
）  G

eoffrey Sm
ith, Reagan and Thatcher （W

. W
. N

orton &
 Com

pany, 1991

） p. 125.

（
15
）  

例
外
的
に
、
ア
ン
グ
レ
ア
（Tim

othy Anglea

）
の
修
士
論
文
が
、
グ
レ
ナ
ダ
侵
攻
が
英
国
へ
の
Ｉ
Ｎ
Ｆ
配
備
に
与
え
た
影
響
を
分
析
し
て
い

る
。
し
か
し
、
英
国
が
大
西
洋
同
盟
内
で
い
か
な
る
外
交
を
展
開
し
た
の
か
に
つ
い
て
は
充
分
に
分
析
さ
れ
て
い
な
い
。Tim

othy Anglea, 

‘The Im
pact of the Am

erican Invasion of G
renada on Anglo-Am

erican Relations and the D
eploym

ent of Interm
ediate-Range 

N
uclear Forces in Britain

’, unpublished M
aster

’s thesis （Clem
son U

niversity, 2014

）.

（
16
）  

小
川
浩
之
、
板
橋
拓
己
、
青
野
利
彦
『
国
際
政
治
史

―
主
権
国
家
体
系
の
あ
ゆ
み
』
有
斐
閣
二
〇
一
八
年
、
一
六
七
頁
。
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（
17
）  

齋
藤
嘉
臣
『
冷
戦
変
容
と
イ
ギ
リ
ス
外
交

―
デ
タ
ン
ト
を
め
ぐ
る
欧
州
国
際
政
治 

一
九
六
四
―
一
九
七
五
年
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇

〇
六
年；

山
本
健
『
同
盟
外
交
の
力
学

―
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
・
デ
タ
ン
ト
の
国
際
政
治
史 

一
九
六
八
―
一
九
七
三
』
勁
草
書
房
、
二
〇
一
〇
年；

橋
口
豊
「
一
九
七
〇
年
代
の
デ
タ
ン
ト
と
イ
ギ
リ
ス
外
交

―
ヒ
ー
ス
保
守
党
政
権
を
中
心
に
」
菅
英
輝
『
冷
戦
史
の
再
検
討

―
変
容
す
る
秩

序
と
冷
戦
の
終
焉
』
法
政
大
学
出
版
局
、
二
〇
一
〇
年；

妹
尾
哲
志
『
戦
後
西
ド
イ
ツ
外
交
の
分
水
嶺

―
東
方
政
策
と
分
断
克
服
の
戦
略
、
一

九
六
三
―
七
五
年
』
晃
洋
書
房
、
二
〇
一
一
年
。

（
18
）  
金
子
讓
『
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
北
大
西
洋
条
約
機
構
の
研
究

―
米
欧
安
全
保
障
関
係
の
軌
跡
』
彩
流
社
、
二
〇
〇
八
年
、
一
九
六
頁；

合
六
「
Ｎ
Ａ
Ｔ

Ｏ
『
二
重
決
定
』
と
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
」
一
六
二
頁
。

（
19
）  H

elm
ut Schm

idt, 

‘The 1977 Alastair Buchan m
em

orial lecture

’, Survival, 20 

（1

） （1978

） pp. 3 -4. 

板
橋
拓
己
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
『
二

重
決
定
』
の
成
立
と
西
ド
イ
ツ

―
シ
ュ
ミ
ッ
ト
外
交
研
究
序
説
」『
成
蹊
法
学
』
第
八
八
号
、
二
〇
一
八
年
、
三
四
五
―
三
五
〇
頁
も
参
照
。

（
20
）  

ユ
ー
ロ
ミ
サ
イ
ル
危
機
を
様
々
な
視
点
か
ら
分
析
し
た
も
の
と
し
て
、Leopoldo N

uti, Frédéric Bozo, M
arie-Pierre Rey and Bernd 

Rother eds., The Eurom
issile Crisis and the End of the Cold W

ar （W
oodrow

 W
ilson Center Press, 2015

）.

（
21
）  

合
六
強
「
中
性
子
爆
弾
問
題
を
め
ぐ
る
同
盟
関
係
、
一
九
七
七
―
七
八
年

―
カ
ー
タ
ー
政
権
の
対
応
を
中
心
に
」『
国
際
情
勢 

紀
要
』
第
八

四
号
、
二
〇
一
四
年
。

（
22
）  

合
六
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
『
二
重
決
定
』
と
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
」
一
七
二
―
一
七
三
頁
。

（
23
）  Yoshitaka O

kam
oto, 

‘Britain, European Security and the Cold W
ar, 1976‒9

’, unpublished Ph. D. thesis （U
niversity of London, 

2014

） ch. 5; 

橋
口
豊
「
ユ
ー
ロ
ミ
サ
イ
ル
危
機
と
英
独
関
係

―
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
と
Ｅ
Ｃ
を
め
ぐ
る
西
側
同
盟
内
の
協
調
と
対
立
」
益
田
実
、
齋
藤

嘉
臣
、
三
宅
康
之
編
『
デ
タ
ン
ト
か
ら
新
冷
戦
へ

―
グ
ロ
ー
バ
ル
化
す
る
世
界
と
揺
ら
ぐ
国
際
秩
序
』
法
律
文
化
社
、
二
〇
二
二
年
、
五
二
―

五
三
、
五
七
頁
。

（
24
）  Kristina Spohr, 

‘Helm
ut Schm

idt and the Shaping of W
estern Security in the Late 1970s: The G

uadeloupe Sum
m
it of 1979

’, 
The International H

istory Review, 37 （1

） （2015

）.

（
25
）  

青
野
利
彦
「
保
守
主
義
者
の
『
革
命
』
？

―
レ
ー
ガ
ン
と
サ
ッ
チ
ャ
ー
」
益
田
実
、
小
川
浩
之
編
『
欧
米
政
治
外
交
史

―
一
八
七
一
―
二

〇
一
二
』
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年
、
二
三
七
頁
。

（
26
）  

ヘ
ル
ム
ー
ト
・
シ
ュ
ミ
ッ
ト
（
永
井
清
彦
、
片
岡
哲
史
、
三
輪
晴
啓
、
内
野
隆
司
訳
）『
ド
イ
ツ
人
と
隣
人
た
ち

―
続
シ
ュ
ミ
ッ
ト
回
想
録

（
上
）』
岩
波
書
店
、
一
九
九
一
年
、
一
五
四
頁
。
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（
27
）  

サ
ッ
チ
ャ
ー
『
サ
ッ
チ
ャ
ー
回
顧
録
（
上
）』
三
〇
四
頁
。

（
28
）  

‘Record of a discussion betw
een the Prim

e M
inister and the Federal Chancellor in the Federal Chancellery, Bonn, at 1115 

on W
ednesday 31 O

ctober 1979

’, 1 N
ovem

ber 1979, PREM
 19/59, The N

ational Archives of the U
K ﹇TN

A

﹈.
（
29
）  
板
橋
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
『
二
重
決
定
』
の
成
立
と
西
ド
イ
ツ
」
三
六
一
頁；
Kristan Stoddart, 

‘Creating the 

‘‘Seam
less Robe of Deterrence

’’: 
G
reat Britain

’s Role in N
ATO

’s IN
F D

ebate

’, Nuti, Bozo, Rey and Rother eds., The Eurom
issile Crisis and the End of the Cold 

W
ar, p. 187.

（
30
）  

‘Record of a discussion betw
een the Prim

e M
inister and the Prim

e M
inister of the N

etherlands, M
r. van Agt, at N

o. 10 
D
ow

ning Street on 6 D
ecem

ber, 1979, at 1915

’, 7 D
ecem

ber 1979, PREM
 19/1586, TN

A.

（
31
）  N

ATO, 

‘Special M
eeting of Foreign and D

efence M
inisters

’, 12 D
ecem

ber 1979, https://w
w
w.nato.int/docu/basictxt/

b791212a.htm
; 

合
六
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
『
二
重
決
定
』
と
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
」
一
七
五
―
一
七
六
頁
。

（
32
）  

サ
ッ
チ
ャ
ー
『
サ
ッ
チ
ャ
ー
回
顧
録
（
上
）』
三
〇
二
頁
。

（
33
）  

一
九
五
八
―
六
三
年
に
英
国
に
配
備
さ
れ
て
い
た
ソ
ー
（Thor

）
ミ
サ
イ
ル
に
は
、
米
国
が
ミ
サ
イ
ル
と
核
弾
頭
を
、
英
国
が
関
連
設
備
を

提
供
す
る
形
で
「
二
重
鍵
」
が
採
用
さ
れ
て
い
た
。
小
林
弘
幸
「
イ
ギ
リ
ス
と
核
兵
器
」
岩
間
陽
子
編
『
核
共
有
の
現
実

―
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
の
経
験

と
日
本
』
信
山
社
、
二
〇
二
三
年
、
九
二
頁
。

（
34
）  N

ott to Thatcher, 20 O
ctober 1982, PREM

 19/979, TN
A. 

政
府
外
で
特
に
「
二
重
鍵
」
を
主
張
し
て
い
た
の
が
、
キ
ャ
ラ
ハ
ン
政
権

で
外
相
を
務
め
た
オ
ー
ウ
ェ
ン （D

avid O
w
en

） 
で
あ
る
。O

w
en to Thatcher, 8 D

ecem
ber 1982, PREM

 19/975, TN
A.

（
35
）  Arm

strong to Thatcher, 11 N
ovem

ber 1982, PREM
 19/979, TN

A; The Tim
es, 14 February 1983.

（
36
）  Thatcher to O

w
en, 21 D

ecem
ber 1982, PREM

 19/975, TN
A. 

「
ア
ト
リ
ー
＝
ト
ル
ー
マ
ン
合
意
」
に
つ
い
て
は
、John Baylis, 

‘Am
erican Bases in Britain: The 

‘‘Trum
an-Attlee U

nderstandings

’’’, The W
orld Today, 42 （8/9

） （1986

）.

（
37
）  Pym

 to Thatcher, 3 N
ovem

ber 1982, PREM
 19/979, TN

A.

（
38
）  

合
六
「
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
『
二
重
決
定
』
と
Ｉ
Ｎ
Ｆ
条
約
」
一
八
〇
―
一
八
一
頁
。

（
39
）  

「
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
に
お
け
る
ス
テ
ー
ト
メ
ン
ト
（
仮
訳
）」
一
九
八
三
年
五
月
二
九
日
、
日
本
外
務
省
、https://w

w
w.m

ofa.go.jp/
m
ofaj/gaiko/sum

m
it/w

illiam
sburg83/j09_b.htm

l

。
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
グ
・
サ
ミ
ッ
ト
と
Ｉ
Ｎ
Ｆ
問
題
に
つ
い
て
は
、
瀬
川
『
米
ソ
核
軍

縮
交
渉
と
日
本
外
交
』
八
九
―
一
〇
〇
頁；

吉
田
真
吾
「
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
バ
ー
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Ｎ
Ｆ
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史
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献
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司
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） p. 136.
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ニ
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催
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Ｂ
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Ｃ
Ｂ
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司
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あ
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Ｓ
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Ｒ
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Ｃ
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司
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さ
れ
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。
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西
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独
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Ｃ
Ｓ
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。
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Ｃ
Ｓ
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独
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介
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さ
れ
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。
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迫
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さ
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） p. 125.
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サ
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携
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 19/1048, TN

A.

（
82
）  Coles to Fall, 25 O

ctober 1983, PREM
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懸
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述
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譜
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